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開会 午前 ９時３０分 

 

○書記（森田 公君） 改めまして、おはようございます。 

  ただいまから予算審査特別委員会を始めさせていただきます。 

  本日は、予算参考資料のナンバー１、２、４を使いますので、ご用意願います。 

  それでは、委員長挨拶、清水委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 改めまして、おはようございます。 

  いよいよ予算委員会ということで、今期４年の最後の予算委員会という形になります。 

  思い起こしますと、11年前に、ちょうど予算委員会の時に東北大震災がございまして、

そういった形の中で、いろいろな教訓を風化させないように、また皆様方の、そういった防

災減災意識をぜひ高めていただくよう、お願いしたいと思います。 

  予算委員会の中で、また今期最後ということですので、活発な審議、ご意見と、また建設

的なご意見いただきながら、スムーズに進めさせていただきますようご協力をお願いいたし

まして、挨拶といたします。 

  ただいまの出席委員は18名です。定足数に達しておりますので、これより予算審査特別

委員会を開会します。 

  なお、小浦委員は欠席の旨の連絡がありましたので、報告いたします。また、五味委員は

遅刻の旨の連絡がありましたので、報告いたします。 

  本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（清水正二君） 本日から令和４年度の各会計の予算審査を５日間にわたり行います。 

  限られた時間内での審査ですので、委員各位のご協力をお願いいたします。 

  本日と８日、９日は一般会計の歳出、11日は一般会計の歳出及び歳入並びに特別会計２

会計の審査を行います。14日は残りの特別会計６会計及び事業会計３会計の審査を行います。 

  審査に当たり、質疑は一問一答で簡潔にお願いいたします。また、当局側の答弁も簡潔に

説明していただきたいと思います。 

  なお、質疑は、先に審査を受ける各課を所管している委員の委員が行います。その後、所管
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以外の委員が質疑を行い、最後に傍聴議員の質疑を行います。できるだけ多くの委員各位の

質疑を行いたいと思いますので、回数に制限はありませんが、一度所管の委員の質疑が終了し

た後は、所管の委員の再質問はご遠慮願います。皆さんのご協力をお願いいたします。 

  審査は、３月４日にお配りした審査日程（予定）により、予算参考資料で秘書室及び各課

ごとに順次審査を行いますが、事業が多い場合については、分割して説明、質疑を行います

のでご承知おきください。 

  また、議事進行上、歳出歳入の一部において一括説明、質疑とさせていただく場合があり

ますので、よろしくお願いいたします。 

  よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） それでは、そのようにいたします。 

  それでは、審査に入ります。 

  議案第31号 令和４年度甲斐市一般会計予算を議題といたします。 

  初めに、令和４年度一般会計予算の概要について、総合戦略部長より説明を求めます。 

  横森総合戦略部長。 

○総合戦略部長（横森貴志君） 改めまして、おはようございます。 

  本日から予算審査をお願いするに際しまして、令和４年度甲斐市当初予算の概要について

ご説明いたします。 

  令和４年度の当初予算の編成につきましては、第２次甲斐市総合計画後期基本計画や第２

期甲斐市まち・ひと・しごと創生総合戦略などにおける政策課題の着実な推進と健全財政の

堅持を基本に、緑と活力あふれる生活快適都市の実現に向け、施策の選択と集中を図り、予

算編成を行ったところであります。また、昨年11月、甲斐市議会決算審査特別委員会より

令和４年度予算編成に向けての要望書を頂いております。要望事項につきましては、予算を

増額し対応する事項、今後検討を要す事項があり、議会からの要望の趣旨を十分認識する中、

効率的・効果的な予算編成に努めておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。 

  それでは、当初予算の概要について、令和４年度予算審議資料によりご説明しますので、

ご用意をお願いいたします。 

  １ページをお開きください。 

  令和４年度当初予算会計別総括表であります。 

  本市の令和４年度の予算額につきましては、一般会計が278億1,700万円、前年度の令和
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３年度当初予算と比較しますと８億9,700万円の増額で、3.3％の増となり、合併以後最も

大きな予算額であります。 

  一般会計と特別会計８会計の総合計は、一番下の行に記載しているとおり406億7,812万

6,000円、前年度と比較しますと13億185万5,000円の増額で、3.3％の増となっております。 

  それでは、特別会計のうち増減額、増減率の大きいものについて説明いたします。 

  最初に、後期高齢者医療特別会計につきましては、予算額９億9,220万7,000円、前年度

と比較しますと１億8,844万9,000円の増額で、23.4％の増であります。増額の要因としま

しては、後期高齢者の医療費の増加や保険料率の改正が見込まれているため、山梨県後期高

齢者医療広域連合への納付金などが増額となったことによるものであります。 

  次に、介護保険特別会計につきましては、予算額50億1,499万円、前年度と比較しますと

１億3,222万3,000円の増額で、2.7％の増であります。増額の要因としましては、介護認定

者及び介護サービスの利用件数の増加が見込まれるため、居宅介護サービス等給付費や施設

介護サービス給付費などを増額したことによるものであります。 

  次に、介護サービス特別会計につきましては、予算額1,579万3,000円、前年度と比較し

ますと162万2,000円の増額で、11.4％の増であります。増額の要因としましては、要支援

者のケアプランの作成委託料などが増額となったことによるものであります。 

  次に、合併浄化槽事業特別会計につきましては、予算額1,834万8,000円、前年度と比較

しますと290万3,000円の減額で、13.7％の減であります。減額の要因としましては、合併

浄化槽の設置予定戸数の減少に伴い、合併浄化槽整備事業を減額したことによるものであり

ます。 

  続きまして、隣の２ページをお願いいたします。 

  一般会計当初予算の歳入であります。こちらのほうも予算額または増減額、増減率の大き

いものについて説明いたします。 

  １款市税につきましては91億1,003万5,000円の予算額でありまして、一般会計の歳入の

約３分の１を占めており、前年度と比較しますと２億5,250万9,000円の増額で、2.9％の増

であります。増額の主な内容としましては、法人市民税が増額となっているほか、固定資産

税は新増築家屋の増加による家屋課税や太陽光発電設備などの償却資産課税が増額となった

ことによるものであります。また、軽自動車税につきましても、近年の登録状況の推移など

から増額を見込んでおります。 

  ２款地方譲与税及び６款法人事業税交付金、７款地方消費税交付金につきましては、国の
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地方財政計画及び実績を踏まえ、増額を見込んでおります。 

  ９款環境性能割交付金につきましては、令和４年度から交付率が減少するため、減額とな

ったものであります。 

  11款地方交付税につきましては、予算額58億円、前年度と比較しますと８億円の増額で、

16.0％の増となっております。増額の主な内容としましては、令和２年の国勢調査の結果

に基づく人口増加や近年の交付実績を踏まえ、増額を見込んだことによるものであります。 

  14款使用料及び手数料につきましては、予算額２億559万5,000円、前年度と比較します

と3,134万円の増額で、18.0％の増であります。増額の主な内容としましては、温泉施設の

指定管理委託が３月で終了となるため、温泉の使用料が本市の収入となることから増額とな

ったものであります。 

  15款国庫支出金につきましては、市税、地方交付税に次いで構成比が３番目に大きな歳

入であります。予算額は43億3,105万7,000円、前年度と比較しますと630万8,000円の減額

で、0.1％の減であります。減額の主な内容としましては、障がい者自立支援給付費負担金

や教育・保育給付費負担金などは増額となったものの、緑化センター跡地活用事業に係る都

市公園事業費補助金や民間保育所の整備が完了したことによる保育所等整備交付金などが減

額になったことによるものであります。 

  16款県支出金につきましては、予算額22億6,105万7,000円、前年度と比較しますと１億

3,094万3,000円の増額で、6.1％の増であります。増額の主な内容としましては、障がい者

自立支援給付費負担金や参議院議員及び県知事選挙委託金などが増額となったことによるも

のであります。 

  18款寄附金につきましては、予算額11億520万1,000円、前年度と比較しますと２億500万

円の増額で、22.8％の増であります。増額の主な内容としましては、ふるさと応援寄附金

の増額を見込むとともに、新たに企業版ふるさと寄附金を見込んだことによるものでありま

す。 

  19款繰入金につきましては、予算額4,350万円、前年度と比較しますと３億6,581万8,000

円の減額で、89.4％の減であります。減額の主な内容としましては、感染症や災害などの

不測の事態に備え、財政調整基金を有効に活用できるよう、基金に依存しない予算編成を行

ったことにより、財政調整基金が大幅に減額となったことによるものであります。 

  22款市債につきましては、予算額17億9,737万円、前年度と比較しますと３億3,104万円

の減額で、15.6％の減であります。減額の主な内容としましては、学校施設の整備に充当
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する学校施設整備事業債や、安寺沢林道落石防護工事に充当する公共事業等債などは増額と

なりましたが、市道小川線道路改良工事に充当した辺地対策事業債や臨時財政対策債などが

減額になったことによるものであります。 

  以上が一般会計当初予算の歳入の主な内容であります。 

  次に、３ページをお願いします。 

  一般会計当初予算歳出の目的別であります。予算額または増減額、増減率の大きいものに

ついて説明いたします。 

  １款議会費につきましては、予算額１億9,746万9,000円、前年度と比較しますと1,647万

7,000円の減額で、7.7％の減であります。減額の主な内容としましては、議員定数の改正

に伴う報酬などの減額によるものであります。 

  ２款総務費につきましては、予算額34億1,393万5,000円、前年度と比較しますと２億322

万5,000円の増額で、6.3％の増であります。増額の主な内容としましては、ふるさと応援

寄附金事業やマイナンバーカード普及促進事業、ＳＭＡＲＴ甲斐プロモーション事業などが

増額となったことによるものであります。 

  ３款民生費につきましては、予算額117億2,372万5,000円、前年度と比較しますと３億

1,758万3,000円の増額で、2.8％の増であり、歳出全体で最も大きい構成比となっておりま

す。増額の主な内容としましては、民間保育所整備交付金や双葉西保育園の解体工事等の減

額はあったものの、教育・保育給付事業や自立支援給付事業、子供医療費の窓口無料対象年

齢の拡大による子供医療費助成事業などが増額となったことによるものであります。 

  ４款衛生費につきましては、予算額24億8,712万2,000円、前年度と比較しますと１億

3,141万2,000円の増額で、5.6％の増であります。増額の主な内容としましては、バイオマ

ス産業都市推進事業における用地購入が完了したことによる減額はあったものの、広域事務

組合負担金や脱炭素社会の取組に向けた再生可能エネルギー導入戦略の策定を行う脱炭素社

会推進事業などが増額となったことによるものであります。 

  ８款土木費につきましては、予算額20億840万2,000円、前年度と比較しますと３億9,478

万1,000円の減額で、16.4％の減であります。減額の主な内容としましては、緑化センター

跡地活用事業に係る用地購入が完了したことなどにより減額となったものであります。 

  10款教育費につきましては、予算額29億3,267万7,000円、前年度と比較しますと１億

7,682万9,000円の増額で、6.4％の増であります。増額の主な内容としましては、敷島総合

文化会館の空調設備入れ替え工事などは減額となったものの、敷島北小学校のバリアフリー
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化改修工事などの小・中学校施設整備や玉幡公園総合屋内プールのヒートポンプ等改修工事

などが増額となったことによるものであります。 

  12款公債費につきましては、予算額32億3,383万5,000円、前年度と比較しますと３億

4,198万1,000円の増額で、11.8％の増であります。増額の主な内容としましては、平成29

年度に借り入れた塩崎駅周辺整備事業や上八幡公園整備事業などに充当した起債の借換えを

行うため増額となったものであります。 

  以上が一般会計当初予算歳出の目的別の内容であります。 

  次に、４ページをお願いします。 

  一般会計当初予算歳出の性質別の主な内容についてご説明します。 

  まず、義務的経費につきましては、予算額159億2,498万4,000円、前年度と比較しますと

７億9,965万2,000円の増額で、5.3％の増であります。内訳としまして、人件費につきまし

ては、職員数の増員に伴う給与費等の増額などにより、前年度と比較しますと１億3,475万

円の増額で、3.0％の増であります。 

  扶助費につきましては、教育・保育給付事業や自立支援給付事業などの増額により、前年

度と比較しますと３億2,292万1,000円の増額で、4.2％の増であります。 

  公債費につきましては、目的別の12款公債費と同様、起債の借換えにより増額となった

ものであります。 

  次に、投資的経費につきましては、予算額11億9,357万7,000円、前年度と比較しますと

４億8,180万円の減額で、28.8％の減であります。減額の主な内容としましては、緑化セン

ター跡地活用事業や民間保育所整備事業などが減額になったことによるものであります。 

  次に、その他行政経費につきましては、予算額106億9,843万9,000円、前年度と比較しま

すと５億7,914万8,000円の増額で、5.7％の増であります。増額の主な内容としましては、

ふるさと応援寄附金事業、ＳＭＡＲＴ甲斐プロモーション事業、広域事務組合の負担金など

が増額になったことによるものであります。 

  以上が一般会計当初予算歳出の性質別の内容であります。 

  続きまして、１ページまくっていただきますと、５ページは令和４年度一般会計当初予算

構成図であります。 

  ６ページは、一般会計歳出予算節別一覧表であります。 

  ７ページをお願いいたします。 

  一般会計の基金現在高見込調書についてご説明いたします。 
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  資料につきましては、本日お配りしてあると思いますけれども、Ａ４、１枚の基金現在高

見込調書、そちらのほうの１枚の資料をご覧ください。 

  基金現在高見込調書につきましては、令和４年度当初予算編成後に令和３年度甲斐市一般

会計補正予算第11号を編成したことから、表の一番上段、財政調整基金の令和３年度中増

減見込額に変更が生じ、これに伴い、変更となった箇所は網かけとなっております。こちら

の資料により説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

  右から２列目、３列目の令和４年度中増減見込額であります。 

  まず、令和４年度中の取崩見込額といたしまして、表の上から１行目の財政調整基金につ

きましては、先ほど歳入の繰入金でも説明いたしましたが、基金に依存しない予算編成とし

たことから、取崩額はございません。 

  ２行目の減債基金では、令和３年度に借り入れる臨時財政対策債の償還額の一部に充当す

るため、25万1,000円を見込んでおります。 

  ４行目の地域振興基金では、サテライト双葉場外車券売場地元対策負担金等をこども医療

費助成事業に充当するため3,000万円を見込んでおります。 

  10行目のクラインガルテン基金では、中北部活性化事業に充当するため25万9,000円を見

込んでおります。 

  その３行下の環境保全基金では、バイオマス活用推進事業へ充当するため85万8,000円を

見込んでおります。 

  一番下の森林管理基金は、令和元年度から新たに森林環境譲与税が交付され、森林管理基

金へ積立てを行っておりますが、林業振興費や小・中学校の施設整備費などへ充当するため

1,212万8,000円を見込んでおります。 

  次に、令和４年度中の積立見込額につきましては、主に各基金の運用利子等を積立てする

ものであります。なお、運用利子以外といたしまして、上から４行目の地域振興基金はサテ

ライト双葉場外車券売場地元対策負担金等を、その６行下のクラインガルテン基金は利用者

の入会金を、３行下の環境保全基金では屋根等貸与使用料を、竜王北保育園太陽光発電設備

基金は売電収入を、その下の森林管理基金は森林環境譲与税を積立てするものであります。 

  これらにより、令和４年度末現在高見込額の総合計は、表の一番右下のとおり106億

7,837万4,000円を見込んでおります。 

  審議資料のほうの８ページにおきましては、特別会計の基金現在高見込額調書であります。 

  次に、審議資料の９ページをお願いいたします。 
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  地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる社会保障施策に要する経費の一覧表

であります。 

  地方消費税交付金につきましては15億8,400万円であり、その内訳は、通常ベース分であ

る地方消費税交付金が６億3,000万円、消費税引上げ相当分である社会保障財源交付金が９

億5,400万円であります。この社会保障財源交付金は、社会保障４経費、その他社会保障施

策に要する経費に充当することとされております。社会福祉34事業でありますけれども、

34事業、社会保険４事業、保健衛生６事業の社会保障経費としては、下の経費の合計欄の

とおり117億4,403万3,000円であります。財源内訳の一般財源53億7,405万2,000円のうち、

消費税引上げ相当分である社会保障財源交付金９億5,400万円を各事業へ充当するものであ

ります。 

  次に、入湯税の使途でありますが、財源を充てる事業につきましては、消火栓負担金など

の３つの事業であります。 

  続きまして、10ページから19ページまでは、令和４年度当初予算事業一覧表として、第

２次甲斐市総合計画後期基本計画の５つの基本目標及び総合計画の推進方策別に所属ごとの

事業名、事業費及び主な内容を記載した一覧表であります。 

  20ページになります。こちらのほうは、職員の年齢別人員構成表であります。 

  21ページは、人件費明細表であります。 

  22ページから28ページまでは、広域事務組合負担金一覧表であります。 

  最後に、32ページ以降は、各特別会計の予算審議資料であります。 

  以上が令和４年度甲斐市当初予算の概要であります。 

  今後、各所管課より詳細説明がありますが、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  ただいまの説明につきましては、この後、秘書室及び各課ごとの詳細な説明がありますの

で、質疑は省略いたします。質疑がある場合は、秘書室及び各課ごとの審査時にお願いをい

たします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１０時００分 

 

再開 午前１０時０１分 
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○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  初めに、１款議会費及び２款総務費、１項総務管理費、８目公平委員会費並びに６項監査

委員費について説明を求めます。 

  山田議会事務局長。 

○議会事務局長（山田 洋君） おはようございます。よろしくお願いいたします。 

  議会事務局関係の令和４年度当初予算の説明をさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

  予算説明書は40、41ページになります。予算参考資料はナンバー２になります。 

  まず、予算説明書ですけれども、令和４年度の議会費の予算額は１億9,746万9,000円で、

前年度に比べまして1,647万7,000円の減額となっております。 

  それでは、予算参考資料に基づき、事業別の説明をさせていただきます。 

  予算参考資料ナンバー２の１ページをお願いします。 

  １款１項１目議会費、01議会事務局職員費につきましては、予算額3,499万円で、議会事

務局職員４人分の人件費であります。 

  次に、10議員報酬につきましては、予算額１億3,647万9,000円で、議員、４月は21人、

５月からは19人の報酬、期末手当等でございます。 

  次に、11議会運営費につきましては、予算額990万6,000円で、本会議及び委員会等の会

議録作成委託料、また常任委員会などの視察研修経費、改選に伴う消耗品、議長会などの各

種負担金などであります。 

  次に、12議会管理費につきましては、予算額465万8,000円で、議会映像中継システムリ

ース料と議場音響制御操作システムリース料、書籍等購読料、老朽化のための出退表示板入

れ替え工事、公用車リース料等であります。 

  次に、13議長交際費につきましては、予算額30万円で、前年度と同額であります。 

  次に、14議員政務活動費につきましては、予算額209万円で、政務活動費運用基準に基づ

きまして交付する19人分の予算であります。 

  次に、15議会広報事業につきましては、予算額904万6,000円で、財源内訳のうちその他

財源の16万円は議会だより広告掲載料であります。内容につきましては、議会だより印刷

費、議会ホームページ及び議会中継映像配信システムの使用料等でございます。 

  以上が議会費でございます。 
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  続きまして、公平委員会費につきまして説明をさせていただきます。 

  予算説明書は48、49ページになります。予算参考資料につきましては２ページ上段にな

ります。 

  ２款総務費、１項総務管理費、８目公平委員会費につきましては、予算額が30万3,000円

で、公平委員３人の報酬と公平委員会関係経費といたしまして、全国公平委員会連合会及び

全国公平委員会連合会関東支部の各総会等への参加経費などであります。 

  次に、監査委員費について説明をさせていただきます。 

  予算説明書は60、61ページになります。予算参考資料につきましては２ページ中段の表

になります。 

  ６項監査委員費、１目監査委員費につきましては、予算額123万1,000円で、監査委員３

人の報酬と監査委員関係経費といたしまして、関東都市監査委員会研修会旅費及び参考図書

追録代等でございます。 

  次に、２目監査委員事務局費につきましては、予算額1,697万5,000円で、監査委員事務

局職員２人分の人件費でございます。 

  以上であります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。所管は総務教育常任委員会です。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） すみません、２ページの公平委員会ですが、これは年間どのぐらい会

合をして、どんな内容をやっているか、参考に。 

○委員長（清水正二君） 堤係長。 

○監査係長（堤 真由美君） 公平委員会の開催といたしましては、年に一度研修を行ってお

りまして、３月に人事異動に伴う会議を行っております。こちら２回が定例となっておりま

す。 
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  以上です。 

○委員長（清水正二君） ほかにございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） すみません、議会運営費のところで、昨年度、タブレット端末導入経

費いうことで、端末の設定とか操作講習費等を計上されているんですけれども、今年度、や

はり議員の入れ替えとかいろいろあるかと思うんで、そのような経費の設定はどういうふう

になっているんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 森田係長。 

○庶務・議事係長（森田 公君） こちらのほうも、来年度改選がございますので、タブレッ

トの初期費用、また新しい議員さんに向けた講習費用につきましては、計上のほうをさせて

いただいております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  なければ傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  これで１款議会費及び２款総務費、１項総務管理費、８目公平委員会費並びに６項監査委

員費の質疑を終了いたします。 

  次に、２款総務費のうち秘書室所管の事業について説明を求めます。 

  大嶌秘書室長。 

○秘書室長（大嶌正之君） おはようございます。 

  秘書室から令和４年度当初予算についてご説明をさせていただきます。 

  予算説明書は42ページ、43ページでございます。説明につきましてはお手元の令和４年

度予算参考資料ナンバー１を基にさせていただきます。 

  それでは、予算参考資料の１ページ、令和４年度当初予算事業別一覧表をお願いいたしま

す。 

  ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、ナンバー10秘書費につきましては、予
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算額949万9,000円、財源につきましては一般財源でございます。主な事業の概要につきま

して、交際費190万円は行政関係委員、団体等に関わる弔慰金・見舞金・賛助金等でござい

ます。全国市長会等負担金238万8,000円につきましては、山梨県市長会、全国市長会等の

負担金でございます。秘書業務経費397万9,000円につきましては、会議・要望等の際の旅

費、消耗品や燃料費等の需用費、市長車リース料や道路使用料等の市賃費、通信費等の役務

費などでございます。前年比51万8,000円の増額となっております。この増額の主な内容に

つきましては、燃料費、また会議地が遠方で開催されるための旅費の増額でございます。 

  続きまして、記念碑設置工事費123万2,000円につきましては、平成28年に当時の皇太子

殿下がご来県され、甲府盆地の治水対策として築かれました信玄堤のご視察をされました。

この記念と併せ、信玄堤が本県の治水の要の地であることを次世代へ伝承していくことを目

的とする記念碑の設置工事であります。 

  次に、11市制祭事業につきまして、予算額25万9,000円、財源につきましては一般財源で

ございます。令和４年度は市制祭は開催いたしませんが、表彰関係の報奨費等の経費となり

ます。 

  以上が秘書室の予算でございます。ご審議よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 記念碑設置工事の予算が計上しているんですけれども、場所的にはど

こへ設置する。 

○委員長（清水正二君） 大嶌秘書室長。 

○秘書室長（大嶌正之君） 記念碑の設置場所につきましては、ご視察いただきました信玄堤

の聖牛等が設置されているところを予定をしております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 今の質問とあれなんだけれども、123万ってあまりにも額が少な過ぎ

る。何かこう、もうちょっとこう、どの程度のものをどうやって記念碑として認めてもらう

かというふうなことを考えると、あまりにも予算が少ないようだけれども、何かそこら辺に、
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何かありますよだけじゃ、アピールが足りないという気がするけれども、その辺はどう。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  大嶌秘書室長。 

○秘書室長（大嶌正之君） お答えいたします。 

  この碑につきましては、石材を予定しておりますけれども、大きさ、台座も含めまして高

さが約1.1メートル、幅が約1.5メートル規模のものを予定しております。裏面には、この

地が信玄堤の経緯、それからここが治水及び利水としての要所の地であるということを後世

に伝えるための文言等を記念碑に刻むということで、計画を予定しております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） どういう物で造る。石か。 

○委員長（清水正二君） 石材と言っています。 

  大嶌秘書室長。 

○秘書室長（大嶌正之君） 物につきましては、石材で一応予定をしております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  なければ、所管の質疑を終了いたします。 

  次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） その記念碑の設置時期はいつ頃なのか、参考に教えてください。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  大嶌秘書室長。 

○秘書室長（大嶌正之君） 設置時期につきましては、国土交通省と協議をさせていただきま

して、堤等全体的に影響がない時期にということで、秋口以降を予定をしております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 
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  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 記念碑設置工事の件なんですけれども、全て一般財源で、それで秘書

室の経費で出るということなんですけれども、皇太子殿下がいらっしゃって、それで視察し

たことで、これに対する補助が増えたとか、そういうようなこというのはあるんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  大嶌秘書室長。 

○秘書室長（大嶌正之君） 補助金等、補助が増えたということは特にありませんけれども、

このご訪問、ご視察の次の年にニューヨークの国連本部におきまして、皇太子殿下が国連の

水災害に関する特別会合の中でビデオ講演をされました。その際に、世界に向けて信玄堤の

重要性について発信をしていただいたということで、信玄堤の重要性を広報していただいた

ということがございますので、信玄堤の重要性を世界的に発信していただいたということは

大きいかというふうに考えております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ所管以外の委員の質疑を終了いたします。 

  傍聴議員、よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） これで、２款総務費のうち秘書室所管の事業についての質疑を終了

いたします。 

  次に、２款総務費のうち会計課所管事業について説明を求めます。 

  土屋会計管理者。 

○会計管理者（土屋達巳君） おはようございます。よろしくお願いいたします。 

  会計課が所管いたします令和４年度当初予算についてご説明いたします。 

  予算参考資料につきましては、ナンバー２の３ページになります。また、予算説明書は

42ページから45ページとなります。説明につきましては予算参考資料に基づいて行います

ので、よろしくお願いいたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、３目財務管理費、ナンバー20財務管理費（会計課）につ

きましては、予算額352万5,000円で、財源は全て一般財源でございます。事業の概要につ

きましては、参考図書の追録代、ファイルなどの事務用品、支払案内通知書の印刷製本費、
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郵便料等、また指定金融機関であります山梨中央銀行の派出窓口の収納等業務委託料とラベ

ル貼り機のリース料など、例年どおりの経常的な経費のほか、新たなものとしまして、下か

ら３行目と一番下に記載させていただきましたが、ｅ－Ｔａｘによる法定調書提出に伴うシ

ステム操作支援委託料とシステムライセンス料をそれぞれ２万2,000円ずつ計上をさせてい

ただいております。 

  以上が会計課の所管いたします予算の概要です。よろしくご審議をお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  なければ、所管の委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  伊藤委員。 

○委員（伊藤 毅君） すみません、一応確認なんですけれども、指定金融の、何ですか、こ

の業務委託が、令和３年度が55万で、今年度は110万と倍になっているんですけれども、そ

の辺の理由を聞かせてください。 

○委員長（清水正二君） 土屋会計管理者。 

○会計管理者（土屋達巳君） お答えいたします。 

  派出の事務の委託料につきましては、各市で金額が異なっており、それぞれの対応となっ

ておりましたけれども、令和３年度は８市で100万円、４市が段階的に上げるということで

75万円を予算計上した中、甲斐市は50万円のまま、そのまま据え置きをさせていただきま

した。13市足並みをそろえるということで、来年度は100万円に計上をしているという、

100万に消費税ということで、110万円になっております。 

  すみません、説明が足りませんでした。よろしくお願いします。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（清水正二君） なければ所管以外の委員の質疑を終了いたします。 

  これで２款総務費のうち、会計課所管事業についての質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１０時２０分 

 

再開 午前１０時２２分 

 

○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  それでは、人事課長より、職員人件費について資料により説明を受けたいと思います。 

  小林人事課長。 

○人事課長（小林一三君） お疲れさまです。 

  人事課から令和４年度当初予算につきまして説明させていただきます。 

  初めに、人件費全般につきまして説明いたします。 

  予算審議資料の20ページをお願いいたします。 

  令和４年度当初予算年齢別人員構成表となります。 

  最初に、下の表をご覧ください。これは令和４年４月１日における特別職を除いた職員数

で、新規採用見込者27人を含み、令和４年３月31日退職予定者を除いた職員数となり、男

性257人、女性211人の計468人と見込んでいます。上の棒グラフは年齢別、男女別となって

おり、上が男性、下が女性で、数字はそれぞれの人数となっています。新規採用予定者27

人の内訳は、行政職18人、土木職１人、保育士４人、保健師２人、栄養士２人であり、男

性16人、女性11人です。 

  次に、21ページをお願いいたします。 

  令和４年度当初予算人件費明細表となります。上段の表は正職員、再任用職員、会計年度

任用職員の人件費総合計の表となっています。 

  次に、中段は正職員の表になっています。一般会計から特別会計、公営企業会計を合わせ

た職員数は４月１日時点となります。令和４年４月１日の職員数の合計は、市長、副市長、

教育長の３人を加えた471人となり、前年度の当初予算積算時より８人増員となります。 

  ２節給料は、予算額16億9,194万5,000円、前年度と比較し3,873万7,000円の増額となり

ます。これは職員数の増加によるものであります。 
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  次に、３節職員手当等は、予算額12億6,311万7,000円、前年度と比較し992万1,000円の

増額となります。これらは、職員数の増や職員の入れ替え、また前年度の人事院勧告等によ

る期末手当の減額分を差し引いた結果としての増額となります。 

  次に、４節共済費は、予算額５億4,645万2,000円、前年度と比較し1,692万3,000円の増

額となります。こちらは主に職員数の増加によるものであります。 

  次に、27節繰出金は、水道事業及び下水道事業会計における児童手当支給に必要な財源

を一般会計から繰り出すものであり、予算額は81万6,000円、前年度と比較し24万円の減額

となります。これは職員の異動等によるものです。 

  合計予算額は35億233万円、前年度と比較し6,534万1,000円の増額となります。 

  次の表は再任用職員になります。再任用職員は、令和３年度から引き続き更新する10人

と今年度末の定年退職者のうち再任用を希望する14人の合計24人となります。 

  ２節給料は、予算額7,540万7,000円、前年度と比較し458万円の増額となります。 

  次に、３節職員手当等は、予算額1,717万5,000円、前年度と比較し38万6,000円の増額と

なります。 

  次に、４節共済費は、予算額1,414万4,000円、前年度と比較し73万4,000円の増額となり

ます。 

  合計予算額は１億672万6,000円、前年度と比較し570万円の増額となります。これは再任

用職員数の増加によるものであります。 

  続きまして、会計年度任用職員です。会計年度任用職員数は合計379人で、前年と比較し

16人増員です。マイナンバーカードの普及促進を図るための人員増や、育児休業取得予定

職員の代替職員、保育士、調理員の充当により増員するものであります。 

  １節報酬は、予算額７億1,592万5,000円、前年度と比較し4,325万4,000円の増額となり

ます。 

  次に、３節職員手当等は、予算額１億3,623万5,000円、前年度と比較し174万6,000円の

増額となります。 

  次に、４節共済費は、予算額１億3,959万8,000円、前年度と比較し781万1,000円の増額

となります。 

  次に、８節旅費は、予算額1,447万1,000円、前年度と比較し42万3,000円の増額となりま

す。 

  合計予算額は10億622万9,000円、前年度と比較し5,323万4,000円の増額となります。 
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  人件費全体の概要につきましては以上となります。ご審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  よろしいですか。質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管の委員の質疑を終了いたします。 

  次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 会計年度職員のところなんですけれども、先ほど、育児休業を見込ん

だ会計年度職員の採用とありましたけれども、これは男性の育児休業を取る方も見込んでい

るんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  小林人事課長。 

○人事課長（小林一三君） 来年度の会計年度職員ですが、育児休業の代替職員ということで、

基本的にはですが、女性職員の代替ということで見込んではおります。ただ、実績としまし

ては、今年度、男性もですが、育児休業を取得した職員もおります。 

  今後もですが、啓発、取得促進に向けて取り組んでいきたいと考えております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 再任用職員ですが、これ、何歳までが上限でした。ちょっと参考に。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  小林人事課長。 

○人事課長（小林一三君） お答えいたします。 

  現在はですが、年金の支給年齢までとなりますので、65歳までが再任用の期間となりま

す。 
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  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ質疑を終了いたします。 

  これで所管以外の委員の質疑を終了いたします。 

  傍聴議員、よろしいですね。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） これで職員人件費についての質疑を終了いたします。 

  次に、２款総務費のうち人事課所管事業について説明を求めます。 

  小林人事課長。 

○人事課長（小林一三君） 引き続きお願いいたします。 

  それでは、人事課所管の当初予算につきまして説明いたします。 

  予算参考資料ナンバー２の４ページをお願いいたします。予算説明書は40ページから43

ページとなりますので、併せてご覧ください。 

  ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、01総務管理関係職員費、予算額７億

5,677万2,000円は、前年度と比較し6,087万7,000円の減額で、職員93人の人件費となりま

す。職員の内訳は、市長、副市長、教育長、秘書室・総合戦略部・総務部・生活環境部長、

市民活動支援課、防災危機管理課、会計課の職員の人件費、また採用予定者と退職予定者の

差をここで調整しています。財源内訳の国県支出金634万2,000円は、県移譲事務交付金で

す。 

  次に、02総務管理関係会計年度任用職員等費１億9,759万6,000円は、前年度と比較し350

万2,000円の増額で、会計年度任用職員75人の人件費です。財源内訳の国県支出金は、就業

構造基本調査市町村交付金の一部26万3,000円です。その他財源の304万7,000円は、雇用保

険料の被保険者負担金です。 

  次に、03人事管理事業1,282万9,000円は、前年度と比較し132万1,000円の増額となって

います。主な増額の理由としては、地方公務員法の改正により、令和５年度以降導入される

定年延長制度に対応するため、関係例規の整備について専門業者からの支援を受けるための

委託費用を計上しており、予算額が増額しております。 

  次に、04職員福利厚生事業1,059万1,000円は、前年度と比較し51万9,000円の増額となっ
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ています。内容は、職員健康診断助成、ストレスチェック業務委託料等です。職員の健康診

断につきましては、会計年度任用職員を含めた職員全員が受診するための予算を計上してお

ります。また、ストレスチェックにつきましても、平成29年度から職員全員を対象に実施

をしております。 

  次に、職員研修事業407万8,000円は、前年度と同額で、職員研修に係る負担金等です。

職員研修につきましては、なお一層研修への参加を促し、研修を通して職員の意識改革及び

事務処理能力の向上を図ってまいります。 

  次に、06再任用職員費１億672万6,000円は、前年度と比較し570万円の増額となっていま

す。令和３年度から引き続き更新する10人と今年度末の定年退職者のうち再任用を希望す

る14人の合計24人分の給料等になります。 

  以上が人事課所管の予算説明となります。ご審議のほどお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 定年延長制度導入支援事業委託と、これの内容はどんな具合になって

いるんですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  小林人事課長。 

○人事課長（小林一三君） お答えいたします。 

  定年延長制度導入支援業務委託料ということで、220万、予算を計上をさせていただいて

おります。 

  これはですが、地方公務員法の改正によりまして、令和５年度以降、段階的に定年が延長

されることとなり、関係例規の整備など、影響が多岐にわたりますので、専門業者のほうに

すが、支援業務委託をしまして、主に例規整備、そちらのほうを図って、令和５年４月１日

に向けてですが、準備を進めてまいりたいというふうに考えておりまして、その委託経費に

なります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 
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  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ということは、もう間違いなく５年度から、そういう定年延長制度が

確定した形の中で、この準備をするという認識でいいのかな。 

○委員長（清水正二君） 小林人事課長。 

○人事課長（小林一三君） そのとおりでございます。 

○委員（内藤久歳君） 了解です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管の委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、所管以外の委員の質疑を求めます。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） ４ページの05の職員研修の件ですけれども、職員研修のところの予

算というのが昨年より上がっていないんですね。１年間の一般質問を見ると、様々なところ

で職員が研修を重ねていただきたいという、私たち委員からもいろんな要望を出している中

で、この予算が変わらないのは、例えば、その担当するところから予算が別枠で上がってく

るということもあるんでしょうか。そういうふうに考えてよろしいんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  小林人事課長。 

○人事課長（小林一三君） お答えいたします。 

  職員研修は、昨年度よりも機会を減らすとか、受講機会を減らすということではないです

けれども、たまたま令和２年度、３年度と、ちょっとコロナの影響もございまして、ちょっ

と受入れ体制、職員研修所のほうでも、受講者の制限を設けられたり、その中で、今年度は

できるだけ受講機会を増やすために、リモート形式により職員は参加をしております。その

中で、ちょっと若干減った部分ございましたので、昨年度、令和３年度は執行額がちょっと、

いつもよりも金額が、予算の執行額が低かったということになりますので、別に減額ではな

いんですけれども、例年と同じペースで予算確保をして、職員研修の機会を拡大していきた

いと考えております。ご理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 滝川委員。 
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○委員（滝川美幸君） もちろんコロナの影響ということはとても理解ができますけれども、

今後やはり、職員の方に研さんを深めていただきたいということは非常に大事なことです。

子育ての方でも、ヤングケアラーの問題だって、もっと専門的に考えなきゃいけない。虐待

のことも真剣に考えなければいけないというところがありますので、ぜひ、この辺の予算と

いうものをしっかり取っていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  金丸委員。 

○委員（金丸 寛君） 04のストレスチェック業務委託料、これの内容と実績といいますか

ね、どの程度利用、職員の方が利用されているか、その辺を伺っておきたいと思います。 

○委員長（清水正二君） 予算ですが、金丸委員、実績というのは。 

○委員（金丸 寛君） 予算で何人分くらいを予定しているかと、逆にそれを予定数といいま

すかね、それで予算持っていると思いますけれども、その辺の。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  宮崎人事係長。 

○人事係長（宮崎 建君） お答えいたします。 

  ストレスチェックにつきましては、労働安全衛生法に基づき事業所に義務づけられている

ものでございますが、甲斐市ストレスチェック制度実施要項に基づいて実施をしてございま

す。令和４年度予算につきましては、最大で950人分対応できるようにということで、計上

をしてございます。 

  以上でございます。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 01と02、職員数のところが、去年が98人で、１番のところですね、

今年が93人ですね。会計年度任用職員が、昨年が76人で、75人ということで、人員が減っ

ているんですけれども、この減らした理由というのはどういうところなんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  小林人事課長。 

○人事課長（小林一三君） お答えいたします。 
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  総務管理関係職員費93名ということで、昨年度、総務管理関係職員費は98人で計上させ

ていただいて、５人確かに減ってはおります。この要因としましては、この予算科目につい

ては、退職者と新採用職員の人数調整をこの科目で行っているということで、新年度の予算

を計上するに当たりましては、今年度末に退職する職員が大幅に例年に比べて多いというこ

とで、退職者と新採用職員との調整人数が、例年に比べて少なくなっているということで、

職員全体数は増えているんですけれども、この予算科目に計上する職員数は５名減というふ

うになっているというところでございます。 

  また、会計年度任用職員１名減というものですが、これは全体の会計年度数は、先ほどの

全体の事業の中では16名増ということですけれども、基本的には、これも関係する事務補

助を中心に、この予算科目で持っておりますので、ちょっと全体的な合計、総人数は増えて

いますけれども、この科目自体は１名減ということで計上しているものでございますので、

よろしいでしょうか。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管以外の委員の質疑を終了いたします。 

  これで２款総務費のうち人事課所管事業についての質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入れ替えを行います。 

 

休憩 午前１０時４４分 

 

再開 午前１０時５３分 

 

○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  次に、総務課所管事業のうち、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費から10目

固定資産評価審査委員会費及び４項選挙費について説明を求めます。 

  高鳥総務課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） お疲れさまです。 

  総務課から令和４年度予算につきましてご説明いたします。 

  予算説明書は42、43ページ、予算参考資料ナンバー２の５ページをお願いいたします。 
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  ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、ナンバー12総務管理事業につきまして

は、予算額1,426万円で、本年度より126万7,000円の増額となっております。財源内訳中、

その他の6,000円は白地図の売りさばき代を充てております。事業の概要につきましては、

職員の研修や会議への参加に伴う旅費、事務消耗品、議案書、予算書、決算書など議会に係

る資料の印刷代、総務部指定３台の公用車の燃料代を含めた維持管理経費、電話交換手１人

分の業務委託経費、また竜王庁舎宿直業務委託経費など、経常的な経費内容であります。本

年度予算からの増額の理由は、電話交換業務と宿直業務の委託業務につきまして、本年度で

３年の長期契約が終了し、来年度から新たに長期契約を行うに当たり、人件費等の見直しに

より予算の増額を行うものであります。 

  次に、13の文書管理事業につきましては、予算額966万8,000円で、本年度より224万

5,000円の増額となっております。財源は全額一般財源であります。事業の概要につきまし

ては、自治六法ほか各種法令集などの追録加除経費、各庁舎間及び関係施設間における文書

配送を行っているメール便運行経費、文書発送を円滑、迅速に行うための郵便料金計器に要

する経費、また市例規集追録加除に要する経費のほか、市例規や現行法規のウェブ検索シス

テム使用料、最新の行政事情を把握するために導入しております官庁速報情報サービス使用

料、山梨町村会への法令執務サポート業務経費などであります。また、来年度は、国の個人

情報保護制度改正に伴い、本市の関係例規の改正につきまして支援業務委託の経費を計上し

ております。 

  予算参考資料の６ページをお願いいたします。 

  次に、14国際交流事業につきましては、予算額669万4,000円で、本年度より13万9,000円

の増額となっております。財源につきましては、全額一般財源であります。事業の概要につ

きましては、友好交流団の派遣と受入れを交互に行っておりますが、令和２年度、３年度は

新型コロナウイルスの影響により事業の中止となったため、来年度はオーストラリアのタラ

マラハイスクールへ友好交流団を派遣、また、アメリカアイオワ州キオカック市友好交流団

の受入れを予定しております。これらの事業経費のほか、甲斐国際交流協会への運営補助、

また法令外負担金等の経費となります。また、本年度、山梨県の四川省友好交流35周年事

業に伴い、峡中地区都江堰市友好協議会へも事業への参加依頼があり、特別負担金を計上し

ておりましたが、延期となりました。県では、新年度の８月に実施をする予定であるとのこ

とから、新年度におきまして改めて計上をしております。 

  次に、17の竜王庁舎駐車場管理事業につきましては、予算額1,989万2,000円で、本年度
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より4,846万5,000円の減額となっております。財源内訳中、その他の1,656万円は職員から

徴収する駐車場使用料を充てております。事業の概要につきましては、来庁者の安全確保及

び車両誘導のために配置しております駐車場等整理業務委託経費及び地権者４人への駐車場

用地賃借料であります。竜王庁舎西側駐車場の地権者でありました山梨みらい農協との売買

契約が昨年９月に整い、購入したことから、今年度予算から大幅な減額となっております。

また、西側駐車場奥の未舗装部分の舗装工事費用を新たに計上しております。 

  次に、２目文書広報費、10情報公開・行政不服審査事業につきましては、予算額80万

7,000円で、本年度と同額であります。財源内訳中、その他の2,000円は情報公開等に伴う

複写手数料を充てております。事業の概要につきましては、４人の委員が情報公開審査会、

個人情報保護審査会及び行政不服審査会の委員を兼務しております。委員報酬のほか、保存

年限を経過した行政文書廃棄処理経費、行政不服審査が提出された際の必要経費などを計上

しております。 

  次に、予算説明書は44、45ページ、予算参考資料は７ページをお願いします。 

  次に、３目財務管理費、10財務管理費（管理係）につきましては、予算額11万3,000円で、

本年度と同額となっております。財源の内訳は全額一般財源となります。市が取り扱う公金

が、輸送中または保管中に火災や盗難、天災等により損害を受けた場合の保険料であります。 

  次に、４目財産管理費、01竜王庁舎維持管理事業につきましては、予算額8,999万6,000

円で、本年度から47万9,000円の増額となっております。財源内訳中のその他の936万9,000

円は市有地等の行政財産使用料、竜王庁舎内自動販売機等の設置使用料、また不動産貸付収

入などの合計金額となります。事業の概要につきましては、竜王庁舎に要します電気、水道、

ガス、灯油などの経費、電話、光通信回路の通信経費、各種設備の点検保守管理委託経費、

複写機や印刷機、ＩＰ電話など事務機器リース料のほか、事務備品購入やコピー用紙などの

配当消耗品の経費となります。なお、令和４年度は、竜王庁舎の建築基準法適合設計及び変

更認定業務委託を新たに計上しております。 

  予算参考資料８ページをお願いします。 

  03の公用車維持管理事業につきましては、予算額1,430万6,000円で、本年度から196万

6,000円の減額となっております。財源につきましては全額一般財源となります。事業の概

要につきましては、総務課管理の公用車９台分の維持管理経費のほか、公用車94台分の任

意自動車保険料、また令和４年度に買換えを予定しております７台分の公用車購入費用並び

に安全運転管理者関係の経費を計上しております。公用車につきましては、公用車更新計画
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に基づき、初年度登録から14年、走行距離10万キロを基準に入れ替えていく予定となって

おります。 

  次に、04市有財産維持管理事業につきましては、予算額985万6,000万円で、本年度から

30万3,000円の増額となっております。財源内訳中、その他の985万6,000円は行政財産使用

料、不動産売払収入、また事故保険金や保険還付金などを見込んでおります。事業の概要に

つきましては、市有建物に係る災害共済保険料、また市民、学校予防接種など賠償補償保険

料のほか、市有地の除草や枝打ちなどの管理経費、財産瑕疵や交通事故等への賠償金を計上

しております。 

  予算説明書は50ページ、51ページになります。 

  ２款総務費、１項総務管理費、10目固定資産評価審査委員会費、01固定資産評価審査委

員会費につきましては、予算額17万1,000円で、本年度と同額となっております。財源は全

額一般財源であります。事業の概要につきましては、３人の審査委員会委員の報酬のほか、

固定資産評価審査委員会運営研修会への参加経費等を計上しております。 

  予算説明書54ページ、55ページ、また予算参考資料は９ページをお願いいたします。 

  ４項選挙費、１目選挙管理委員会費、01選挙管理委員会運営事業につきましては、予算

額66万7,000円で、本年度より3,000円の減額となっております。財源の国県支出金１万円

は、在外選挙人登録事務費委託金を見込んでおります。事業の概要につきましては、選挙管

理委員会委員４人の報酬のほか、選挙啓発や専用封筒等の印刷に要する事務費、郵便料及び

法定外負担金、旅費等となります。令和４年度も、引き続き市内の小・中学校と連携しなが

ら選挙出前事業等に取り組み、学童年齢からの主権者教育を推進してまいります。 

  予算参考資料10ページをお願いいたします。 

  ３目市議会議員選挙費につきましては、本年４月30日に任期満了を迎える市議会議員選

挙に要する経費となります。01市議会議員選挙職員費につきましては293万4,000円、02市

議会議員選挙執行事業につきましては4,278万9,000円を計上しております。財源は全額一

般財源となります。事業の概要につきましては、選挙管理委員会事務局職員の手当、投票管

理者等の報酬、投・開票事務従事者手当、投票用紙、選挙公報等の印刷、郵便料、選挙事務

機器点検料、ポスター掲示場の設置及び撤去委託経費、コピー機等のリース料、立候補者選

挙運動公費負担などの経費であります。 

  予算説明書は56、57ページ、予算参考資料11ページをお願いいたします。 

  ６目県知事選挙費につきましては、令和５年２月16日に任期満了を迎える県知事選挙に
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係る経費となります。01県知事選挙職員費につきましては588万8,000円、02県知事選挙執

行事業につきましては1,980万5,000円を計上しております。財源は全額県委託金となりま

す。事業の概要につきましては、選挙管理委員会事務局職員の手当、投票管理者等の報酬、

投・開票事務従事者手当、郵便料、選挙事務機器点検料、ポスター掲示場の設置及び撤去委

託経費、コピー機等のリース料などの経費であります。 

  次に、予算参考資料12ページをお願いいたします。 

  ７目県議会議員選挙費につきましては、令和５年４月29日に任期満了を迎える県議会議

員選挙に要する経費となります。01県議会議員選挙職員費につきましては124万3,000円、

02県議会議員選挙執行事業につきましては908万4,000円を計上しております。財源は全額

県委託金となります。事業の概要につきましては、選挙管理委員会事務局職員の手当、投票

管理者等の報酬、投・開票事務従事者手当、郵便料、選挙事務機器点検料、ポスター掲示場

の設置及び撤去委託経費、コピー機等のリース料の経費であります。 

  次に、予算説明書58、59ページ、予算参考資料は13ページをお願いいたします。 

  ９目参議院議員選挙費につきましては、令和４年７月25日に任期満了を迎える参議院議

員選挙に要する経費となります。01参議院議員選挙職員費につきましては602万4,000円、

02参議院議員選挙執行事業につきましては2,101万3,000円を計上しております。財源は全

額県委託金となります。事業の概要につきましては、選挙管理委員会事務局職員の手当、投

票管理者等の報酬、投・開票事務従事者手当、郵便料、選挙事務機器点検料、ポスター掲示

場の設置及び撤去委託経費、コピー機等のリース料などの経費であります。 

  以上が総務課所管の令和４年度予算となります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） この選挙、選挙管理委員、選挙の幾つか、市議会から県会、知事選、

参議院と幾つもありますよね、この。それで、近年、投票率が非常に下がっていますよね。

これ見ると、選挙啓発のチラシ、これが要するに向上のための施策の一つだとは思うんだけ

れども、これ以外に選挙啓発、チラシばかりでなくて、投票率を上げるために、何か考えて

いることあるんですか。ここの何か、どこかに計上されているんですか。 
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○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  高鳥総務課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 選挙啓発につきましては、毎回選挙のたびに、投票率向上という

ことで取組をさせていただいております。コロナウイルスが、感染症が広がる前までは、選

挙期間中に市内の商業施設等に出向いて、選挙啓発等を行ったりしていましたが、コロナの

関係が始まって以来は、そういった商業施設での啓発運動は自粛させていただいて、昨年や

った衆議院議員におきましては、道路上で行き交う車であったり、歩行者だったり、そうい

う方々に選挙啓発、投票の啓発をさせていただきました。 

  また、来年度の市議会議員選挙では、単独事業ということになりますけれども、初めて選

挙ポスターを作成しまして、選挙期間中、その前から選挙のポスターを、市の公共施設及び

駅だったり商業施設にお願いをいたしまして、それを掲示させていただいて、選挙啓発に努

めたいと思っています。 

  また、もう一つは、昨年８月にＬＩＮＥを使った選挙に関するアンケートということを実

施させていただきまして、その中でいろんなご意見をいただく中で、選挙啓発について、Ｓ

ＮＳを使った選挙啓発をすることが有効ではないかというご意見をたくさんいただきました。 

  昨年の衆議院議員の選挙におきましても、市の公式のＳＮＳから発信をさせていただいて、

投票の啓発等をさせていただいた経緯がありますので、それも今後努めていきたいと思って

います。 

  また、もう一つは、先ほども言いました主権者教育、若年層の投票率が低いというような

こともありますので、昨年は初めて市内の高校に期日前投票所を設けて、18歳、新たに18

歳になる方に投票の機会を与えさせていただいて、その中で選挙制度の概要であったり、ま

た実際の期日前投票所で投票することを体験していただいて、今後の、今年度、昨年度から

ずっと今年、来年と選挙が続きますので、そういった意味も含めまして、今後の投票率向上

に向けて取組をしているところでございます。 

  今年度も、４月の市議会議員選挙は、４月ということ、18歳になる年齢の方がちょっと

少ない、いるかどうかも分からないので、そこはちょっと予定はしておりませんけれども、

夏以降の選挙につきましては、また高校での期日前投票所等設置ということも計画をしてご

ざいます。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 有泉委員。 
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○委員（有泉庸一郎君） 今、課長のほうから説明あったんだけれども、その主権者教育みた

いなやつの、そういう費用というのは、どこにこれ入っているんですか。 

○委員長（清水正二君） 高鳥総務課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 主権者教育の予算は、具体的にはあまり予算はかからないです。

実際には、選挙管理委員会の運営事業の中に入っています。 

○委員長（清水正二君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） そういう運営事業の費用に入っているということでしょうけれども、

その、この向上に向けて、チラシ、今説明とチラシ等を印刷して、事前に配っている、多分、

大体同じような費用が、これ入っているから、そうなんだろうと思うけれども、そのチラシ

ばかりでなくて、やはり街宣車みたいなので、事前に近くなったときに、こういう皆に呼び

かけるような、そういうことは別に計画はしていないですか。 

○委員長（清水正二君） 高鳥総務課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 選挙の告示前の、そういった啓発事業は、具体的に告示をされな

いと、選挙があるかどうか分からないので、できないんですが、選挙が始まった中では、当

然、防災無線であったり、また車での街宣ということも計画をしております。 

○委員長（清水正二君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） ぜひ、選挙が今回も幾つもあるようですから、ぜひ、どの選挙でも

投票率が上がるように、努力していっていただきたいと思います。 

  それと、もう１点だけ、いろいろ選挙の、そのチラシの印刷の中で、大体44万5,000円か

な、ほとんどのところが計上されているんだけれども、この市議会選挙に限って69万3,000

円計上されていますよね。これは何か、今課長の説明の中で、そのポスターというようなこ

とを言いましたけれども、その費用ということですか、この20万ぐらい多いのは。 

○委員長（清水正二君） 高鳥総務課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） そうです。ほかの一般的な選挙は、新聞折り込みとかで投票所の

場所を記載したチラシを毎回作っていますけれども、市議会議員選挙では、それに加えてポ

スターを新たに作るという、そういう内容です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） ７ページ、01庁舎維持管理、一番下、建築基準法適合設計及び変更
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認定業務委託、これ、ちょっと意味教えてくれる。 

○委員長（清水正二君） 中島管理係長。 

○管理係長（中島茂樹君） こちらの庁舎建築基準法適合設計及び変更認定の業務委託につき

ましては、庁舎本館につきましては、昭和61年３月に完成いたしまして、当時の建築基準

法には適合していました。その後に、平成21年度に新館を本館に増築して１棟とするため

に、本館の構造を現行の建築基準法に適合させなければなりませんでしたが、当時、山梨県

の建築住宅課と協議の中で、山梨県で初となる全体計画認定制度を利用しまして、20年間

で解体か現行法適用化の工事を行うことで新館の建設に至ってまいりました。新館建設から

11年目の今年度に、竜王庁舎の建築基準法適合状況調査を実施しまして、山梨県との協議

の中で現行法への適合工事で進めることで了承が得られたため、令和４年度に現行法に適合

していないエレベーター、ロビーの特定天井、屋上の受水槽等の改修工事の設計及び山梨県

への全体計画認定の適合変更申請を行う業務がこちらの委託となっております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 法に適合していないから、法に適合させるために業務委託をしてとい

う段階までということですね。具体的にどうするという委託設計まででは、業務委託には入

っていないということね。 

○委員長（清水正二君） 中島管理係長。 

○管理係長（中島茂樹君） 設計の業務委託になりますので、現行法に適合していないエレベ

ーターや特定天井の設計を行うという、今回の委託になっております。 

○委員長（清水正二君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 危ないから急ぐという話なのに、設計委託で今年度は終わりというこ

とね。 

○委員長（清水正二君） 高鳥総務課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 令和４年度は工事設計をさせていただいて、令和５年度に工事、

改修工事をする予定であります。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管の委員の質疑を終了いたします。 
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  これより所管以外の委員の質疑を受けたいと思います。 

  質疑ございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 昨年度の場合と何か金額が違うというところについて、全体で２つ聞

きたいんですが、５ページの文書管理事業で、昨年より200万以上の増額だというお話があ

ったんですが、それって、その要因というのは、そこはどこですか。 

○委員長（清水正二君） 高鳥総務課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 文書管理事業で200万以上増額の分は、先ほども若干説明させて

いただきましたけれども、国の個人情報保護制度の改正に伴いまして、本市の個人情報保護

条例、またそのほかに個人情報の保護条例を引用した部分の例規がたくさんございます。そ

れを一括で改正するための業務委託経費でございます。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） そこの、こちら側の右のほうの説明で言うと、どこの部分が、どこで

すか。３、４、５番目のところですか。 

○委員長（清水正二君） 高鳥総務課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 一番下の例規整備支援業務委託料の242万円になります。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ８ページの03の公用車維持のところで、先ほど196万減額、昨年より

したというお話ですが、それはどういった点で減なんですか。 

○委員長（清水正二君） 高鳥総務課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 昨年度も７台、今年度、令和３年度は７台購入予定で、その自動

車の内訳が、軽自動車が６台で普通車が１台、令和４年度は軽自動車を７台購入する予定で

ありまして、昨年度は普通車の１台の金額が大きかったので、来年度、４年度はその分が減

額となります。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） もう１点だけ。その下の各種賠償補償保険料、先ほどちょっと何点か

こう言っていただいたんですが、もうちょっと言うと詳しく内容を教えてもらっていいです
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か。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  中島管理係長。 

○管理係長（中島茂樹君） 各種賠償補償の保険料ですけれども、こちらのほうは市民総合賠

償保険といって、市民が甲斐市の事業に参加した場合に何か事故があったときに対する保険

料、また学校災害賠償保険、こちらのほうは学校の授業、学校敷地内で何か事故があったと

きの保険料、ほか、あと、道路等の事故があったときの道路賠償責任保険、次に予防接種で

事故が起きたときの予防接種の賠償保険、あと、市営住宅の施設に対しての瑕疵があったと

きの賠償保険、大きくこの５件の保険がこちらの各種保険料となっております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ごめんなさいね、すみません。その市民賠償保険、市民の活動とおっ

しゃいましたけれども、これって全部入るんですか。ボランティアから何から全部。市民が

市の行事に携わったもの全部ですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  中島管理係長。 

○管理係長（中島茂樹君） 市民が携わった市の事業であれば、この市民総合賠償保険にほと

んどの事業が該当になってきます。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） すみませんね。それから道路の瑕疵の話が出ましたけれども、よく専

決処分でやりますけれども、あれも全部これに入るということでいいんですか。 

○委員長（清水正二君） 中島係長。 

○管理係長（中島茂樹君） 道路の陥没等の和解の関係は、全部こちらの保険で対応しており

ます。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） もう１点だけ、先ほど予防接種の補償がありましたけれども、予防接

種の長期のあれ、甲斐市でやっていますよね。あれとはまた別ですか。それとも、それもこ
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れに入る。別物ですか。予防接種の長期の補償していますよね。 

○委員長（清水正二君） 中島係長。 

○管理係長（中島茂樹君） 予防接種に関する保険につきましては、こちらの保険が対象にな

りまして、コロナの注射等もこの保険が対象になるということで確認を取っております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

○委員（保坂芳子君） いいですか、ちょっといいですか。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 予防接種のほうは、聞いているのは、予防接種の、甲斐市で事故のあ

った場合に、長期で今お払いをしていますけれども、あれもこれも対象ということ。それと

も、あの払っているのは別なものですか。 

○委員長（清水正二君） 保坂委員、その件については健康増進課のほうでまた……。 

○委員（保坂芳子君） 今、予防接種とおっしゃったので、聞いているんです。違うなら違う

と言っていただければ結構です。 

○委員長（清水正二君） そのことだけで。 

  答弁を求めます。 

  暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時２９分 

 

再開 午前１１時３２分 

 

○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  答弁を求めます。 

  中島係長。 

○管理係長（中島茂樹君） では、予防接種に対する保険の内容なんですけれども、対象とな

る予防接種につきましては、予防接種法に基づく予防接種ということで、定期の予防接種の

法律第５条に基づくＡ類の疾病とＢ類の疾病等の予防接種ということで、様々な予防接種が

ありまして、それぞれの予防接種について案件が発生したときにはこの賠償保険を適用して、

単発、一番早期に、一番初めに対象となる保険がこちらのほうで対応していく保険の種類と
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なっております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。当初の対応だけだそうです。 

  ほかにございますか。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） ７ページでございます。７ページ、10のところで、去年は財務管理

費の契約係が載っていたわけですが、どこか所管が移ったんでしょうか。今回ありませんが。 

○委員長（清水正二君） 高鳥課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 契約係につきましては、財政課の所管となりましたので、こちら

には入っておりません。財政課の説明の中で対応させていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 去年と資料が違うんであれば、それなりの説明をしていただくとあり

がたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了いたします。 

  これで２款総務費のうち、総務課所管事業についての質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入れ替えを行います。 

 

休憩 午前１１時３４分 

 

再開 午前１１時３６分 

 

○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  次に、２款総務費、１項総務管理費のうち、スマートプロジェクト推進課所管事業につい

て説明を求めます。 

  予算資料は、ナンバー２になります。 
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  田中スマートプロジェクト推進課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（田中貴則君） お疲れさまです。 

  スマートプロジェクト推進課が所管いたします令和４年度当初予算についてご説明いたし

ます。 

  予算説明書は46、47ページになりますが、説明につきましては予算参考資料に基づき説

明させていただきます。予算参考資料ナンバー２の14、15ページをお願いいたします。 

  まず、14ページ、２款総務費、１項総務管理費、６目情報管理費、01情報化推進事業に

つきましては、予算額6,357万5,000円で、本年度より3,262万2,000円の増額となっており、

ＳＭＡＲＴ甲斐プロモーション事業に伴う増額が主な理由となっております。 

  財源内訳の市債540万円につきましては、大明神地区テレビ共同受信施設の機器更新工事

に充てる合併特例債であります。 

  事業概要につきましては、光ケーブルをはじめ、地上デジタル回線等の維持管理費、パソ

コン端末等の共通機器の購入や修繕費用、ウイルス対策ソフトやセキュリティーシステムソ

フトなど情報セキュリティー対策経費のほか、山梨県市町村総合事務組合が運営する電子申

請受付共同事業への負担金等を計上しております。 

  また、竜王庁舎本館３階の情報センターのエアコン入替え工事、大明神地区のテレビ共同

受信施設の更新につきましては、設置後11年が経過し、主要部品の老朽化対策として機器

を更新するものであります。 

  このほか、ＳＭＡＲＴ甲斐プロモーション事業を計上しております。 

  内訳でありますが、窓口申請デジタル化は、何度も同じことを書かない窓口の取組として、

現在、おくやみ窓口でシステムの無償トライアルを実施しておりますが、本格導入するため

の経費を計上するものであります。 

  ペーパーレス会議は、現在実施しているペーパーレス会議に使用するタブレットの保守や

インターネット使用料等の経費であり、ＡＩ、ＲＰＡは、議事録作成支援システムやふるさ

と納税業務、軽自動車の廃車処理業務のほか、手書きの書類を読み取りデータ化するＡＩＯ

ＣＲに係る経費となっております。 

  行政地図台帳等デジタル化は、各種台帳をデジタル化し、全庁的に共有することで業務の

効率化を図るものですが、土地家屋地番図、農地情報、道路台帳、都市計画図、ハザードマ

ップなど、計27の台帳をデジタル化し、統合型システムを導入するものであります。 

  なお、ＳＭＡＲＴ甲斐プロモーション事業は、スマートプロジェクト推進課で計上する予
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算以外に、あした審査予定となっております市民戸籍課の証明等手数料のキャッシュレス化

と甲斐っ子卒業プレゼント事業、子育て支援課の公立保育園ＩＣＴ導入及び保育園のＡＩマ

ッチング導入に取り組む予定となっております。 

  続きまして、予算参考資料15ページをお願いいたします。 

  02情報系システム運営事業につきましては、予算額6,746万3,000円で、本年度より261万

1,000円の増額となっております。 

  財源につきましては、全額一般財源となっております。 

  事業の概要につきましては、職員が使用しております情報系ネットワークシステム全体の

保守管理、運用等に要する情報系システム維持管理費、グループウエアなどのライセンス更

新に伴いますソフトウエア経費、ＯＳのサポート終了等に伴う情報系機器更新経費、パソコ

ン端末のリース料のほか、県が構築している情報セキュリティクラウド事業への負担金など

を計上しております。 

  このほか、テレワークの回線使用料、ＬＧＷＡＮ接続系及びインターネット接続系の仮想

基盤サーバーの更新を計上しております。 

  次に、03業務系システム運営事業につきましては、予算額１億6,167万8,000円で、本年

度より3,312万8,000円の増額となっており、業務系端末の入替えや行政手続オンライン化

などのシステム改修の経費が主な増額の理由となっております。 

  財源の国県支出金1,965万6,000円は、行政手続オンライン化及び標準準拠システムへの

移行経費に係るデジタル基盤改革支援補助金であります。 

  業務系システム運営事業の主な内容につきましては、住民基本台帳、税関係及び福祉保健

系業務のシステム運営経費であり、業務システムや附属機器等の保守管理並びに運用支援等

に係る業務系システム維持管理費、法改正等へ対応するためのシステム改修経費、個人番号

制度対応は、地方公共団体情報システム機構に対する国の中間サーバー共同利用負担金並び

に、令和４年度は個人番号制度の情報連携に必要なサーバーの入替えを計上しております。 

  また、令和４年度におきましては、業務系端末230台の入替え、システムにログインする

際の顔認証システムの入替えを予定しております。 

  そのほか、地方税共通納税ＱＲコード対応につきましては、令和５年度から地方税の納付

書に税額などの情報を含むＱＲコードを記載することで、納税者がスマートフォンで読み取

るなどして納税する仕組みを導入するためのシステム改修、行政手続オンライン化対応は、

マイナンバーカードを利用した、子育て、介護関係の26手続をオンライン化するため、国
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とシステム連携するための改修、標準準拠システムへの移行作業は、令和７年度末までに国

の標準仕様に準拠したシステムに全自治体が移行することになりますが、そのシステム標準

化に向けた文字の同定作業となります。 

  以上で、スマートプロジェクト推進課に係る当初予算についての説明とさせていただきま

す。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 14ページの最後の行政地図台帳等デジタル化とありますけれども、

これはどういう形でのデジタル化なんですか。例えば地図を画像でデジタル化するのか、そ

れともデータでデジタル化するのか。どうなんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 小澤スマートシステム推進係長。 

○スマートシステム推進係長（小澤裕一君） デジタル化の手法についてお答えいたします。 

  画像でももちろんデジタル化いたしますし、ＰＤＦ化、今、紙地図台帳をＰＤＦ化いたし

まして、それをシステムに導入するといった形で、画像でも行いますし、ＰＤＦ化して紙デ

ータをデジタル化してシステムに導入するといった手法で行う予定でおります。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 両方やってもらえるということですけれども、例えばデータとしてデ

ジタル化する場合に、いろんな検索機能ってありますよね。そういったものですぐ対応でき

るようになるということでいいですか。 

○委員長（清水正二君） 小澤係長。 

○スマートシステム推進係長（小澤裕一君） データ化したものにつきましては、全て検索は

すぐできます。ただ、ＰＤＦ化したものにつきましては、あくまでＰＦＤ化した書類ですの

で、それについての検索はすぐには出るものではないんですが、住所等で検索すれば、その

部分は、該当箇所は検索できるようになっております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 
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  ほかに質疑ございますか。 

  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） ちょっと教えてもらいたいんだけれども、15ページのこのシステ

ム運営の維持管理というのがかなりの金額になっているんだけれども、これはこのシステム

を運用していくのに必要だとは思うんだけれども、これは要するに維持管理していくための

費用なんだろうけれども、これずっと今後も続くわけですよね。どうなんですか。ここ近年、

維持管理費というのはどういう流れになっていますか。だんだん少なくとも少しずつ安くな

っているとかという、その辺の傾向みたいなのがもし分かったら教えてもらえますか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  田中課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（田中貴則君） 情報系システム維持管理費のほうにつきま

しては、主な内容としましては情報ネットワーク機器の保守委託等になるんですけれども、

今年度、保守業者の選定で入札を行って、昨年の10月１日から３年間の長期継続契約を結

びましたんで、その辺で若干の金額の変動はあるというような状況になっております。 

  また、03の業務系システムの維持運営事業につきましても、基本的な内容につきまして

はシステムの維持管理、設定業務の関係とかシステムの保守、サーバーのネットワーク機器

のリース料とか保守料になるんですけれども、こちらにつきましても、当時、平成29年度

からシステムを統一した関係で、年々、経費が安くなっているというような状況で進んでき

ました。それと同時に令和元年度からは、果たしてそのシステムの、例えば改修が、仕様が

正しいのかどうかというのを保守業者に委託をさせていただいて、検証している中で、業務

を進めているというような状況になっております。 

  ですので、毎年、若干の金額の変動はあるんですけれども、適正に維持管理を、今、実施

しているというような状況になっております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） 今、課長が言ったように、ずっとこれ保守管理というか、こういう

のが続いていくわけだから、ぜひ、検証して、少しでも安くなっていくような方向を考えて

いっていただければと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（清水正二君） 要望でよろしいですか。 

○委員（有泉庸一郎君） はい。 
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○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 14ページのＳＭＡＲＴ甲斐プロモーション事業ということで何点か

あるんですけれども、その説明の中で、先ほど市民戸籍の証明とか、子育て支援の保育園と

かというものがあったんだけれども、それについては別途、その所管のほうでそれに関わる

経費は計上するという認識でよろしいですか。 

○委員長（清水正二君） 田中課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（田中貴則君） それぞれの所管で計上させていただいてお

ります。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それでその中で行政台帳があるんですけれども、これはここへ台帳化

するまでに、どんな業者に委託して、どういう格好でこれが完成するのか、その辺の流れを

ちょっと説明してください。 

○委員長（清水正二君） 田中課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（田中貴則君） この行政地図台帳のデジタル化につきまし

ては、ちょっと先ほどの質問にもあったんですけれども、今、紙で台帳化されているものは

ＰＤＦ化しますと。システムで持っているものは、そのシステムのまんま統一しますという

ことで、ＰＤＦのものもあるし、システムで統合する部分もあるというような状況です。 

  進め方といたしましては、今、基本となっているこの統合システム、ＧＩＳになるんです

けれども、今、固定資産税業務でＧＩＳを使っておりますので、その固定資産税業務で使っ

ているＧＩＳを拡張するような形で進めていきたいというふうに考えております。 

  以上になります。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そのＧＩＳというのがよく分からないんだよね。その辺のところはど

ういうあれですか。 

○委員長（清水正二君） 小澤係長。 

○スマートシステム推進係長（小澤裕一君） ＧＩＳは、地理情報システムと言われるもので

して、先ほど住所等で、いろんな地図が見られるようなものになっておりまして、先ほど固

定資産の位置図であったり、家屋地番であったり、道路台帳であったり、都市計画図であっ

たり、様々な地図が同じシステム上で見ることができるものになっております。また、住所
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等で検索すれば、その場所が引っ張ってこられたりということで、そういった検索機能もつ

いているシステムとなっております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） その情報というのは、基本的なことを聞いて申し訳ない。誰でもいい

から、市だけの情報の中で、例えば外からそれを検索してできるという、そういうことじゃ

ないということだね。 

○委員長（清水正二君） 田中課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（田中貴則君） まず、来年度は、このシステムを導入して

構築していきたいという経費になっております。今現在考えているのが、令和５年度以降に、

今後、作業部会等で協議を進める中で、市民にも還元できるような形でオープンデータ化も

検討していきたいというふうに考えてはおります。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 近い将来にはこういった情報が全て市民に自由に提供できるという、

それが令和何年。 

○委員長（清水正二君） 田中課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（田中貴則君） 早ければ令和５年度にというふうには考え

ております。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 15ページの仮想基盤システム機器更新、これはどんな内容ですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  荻原係長。 

○情報政策係長（荻原実香君） 仮想基盤システムついて説明をさせていただきます。 

  仮想基盤システムとは、メールとかプリンターの環境を構築するのに必要なサーバーが、

機能ごとに物理的に用意するのではなくて、一つの物理サーバーを複数のサーバーとして使

えるようにする仮想環境の基盤となるシステムとなります。 

  今、ＬＧＷＡＮの接続系のサーバーとインターネットの接続系のサーバーがそれぞれ別途

あるんですけれども、今回、そのサーバーを１つのサーバーでＬＧＷＡＮ環境とインターネ

ット環境で使えるように、複数の機能で使えるような形のシステムで、それを仮想基盤と称

しています。 
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○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうするとこれは今まであったものという認識で、それを新たに更新

するという考えでいいということだね。 

○委員長（清水正二君） 荻原係長。 

○情報政策係長（荻原実香君） はい、そのとおりです。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それでこれというのは、その更新のサイクルというのはどれぐらいで

更新するんですか。 

○委員長（清水正二君） 荻原係長。 

○情報政策係長（荻原実香君） ６年から７年の間になります。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了いたします。 

  これより所管以外の委員の質疑を受けます。 

  質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 15ページの県のセキュリティクラウド事業ということであるんです

けれども、このセキュリティクラウド、山梨県のほうにクラウドができて、セキュリティー

はそこだけでやるということなんですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  荻原係長。 

○情報政策係長（荻原実香君） 県の情報セキュリティクラウドにつきましては、県と市町村

で共同利用しているものになります。インターネット接続系に接続するインターネットにつ

いては、こちらのセキュリティクラウドで24時間体制で監視機能を実施しています。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） それで、03の標準準拠システムの移行作業が今年入っているんです

けれども、最近、ロシアかどうか分からないですけれども、例えばトヨタがサイバー攻撃を

受けてシステムがダウンして、下請の企業が生産できなくなったとかいろいろ出ているんで
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すけれども、例えば国のシステムが攻撃を受けた場合に、甲斐市だけのシステムを復旧する

とか、そういうのはなっているんですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  田中課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（田中貴則君） 例えばサイバー攻撃に伴うセキュリティー

とかというのは難しいものがあると思うんですけれども、基本的にセキュリティー対策とし

ましては、ソフトウエアなどで対応する技術的な対策や、あと、例えば情報管理室への入退

室を管理する物理的な対策、あと、データの取扱いをしっかり徹底させる人的な対策、この

３つが必要になってきますので、今おっしゃっているようなサイバー攻撃につきましては、

年々巧妙化されておりますので、常に網羅的に全てをブロックするというのはなかなか難し

いのかもしれませんけれども、今、説明させていただいたこの３つの対策をしっかりするこ

とで効果は出てくると思いますので、今後もしっかり対応していきたいというふうに考えて

おります。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） それで結構なんですけれども、データがなくなってしまうとか、そう

いうところがあったら本当に困るものですから、ぜひ、お願いしたいと思います。 

○委員長（清水正二君） 要望でよろしいですか。 

  ほかに。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 15ページの0203システムの維持管理については、これは県内の業者

なんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  荻原係長。 

○情報政策係長（荻原実香君） 保守業者につきましては、情報系につきましては、県内にあ

ります、笛吹市にあります株式会社ジインズ、業務系につきましては、県内ではないんです

が、長野県にあります株式会社電算になります。株式会社電算については、長野県が本社な

んですけれども山梨支所がありますので、そちらのほうから担当者のほうが派遣されており

ます。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 
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  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ありがとうございました。 

  私がまだ理解していないのかも知れんけれども、こういったいわゆるプロジェクトの全体

の流れというのが、何かフロー図みたいなものはないんでしょうか。あれば頂きたいと。ち

ょっと字だけでは分からないところがあるんで、もしあればということです。 

○委員長（清水正二君） 田中課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（田中貴則君） フロー図みたいなものは特段作ってはいな

いんですけれども、スマートプロジェクトが今年度発足されて、我々がやっている事業につ

きましては、ＳＭＡＲＴ甲斐プロモーションという形で取組内容を示させていただいており

ますので、そちらを参考にしていただければというふうに考えております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 15ページの業務系システム運用のところで、先ほど行政手続オンラ

イン化対応で26業務くらいみたいなこと言っていたが、具体的にどういった内容か。 

○委員長（清水正二君） 荻原係長。 

○情報政策係長（荻原実香君） 子育てが15業務、介護11業務で計26業務になります。具体

的には、子育てについては、児童手当の受給資格及び額についての認定請求や、児童手当の

   変更の届出など、介護については、要介護要支援認定の申請や、あと、居宅介護サー

ビス計画作成依頼届出書、こういったものが手続になります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 分かりました。 

  もう一つ、国のほうでは、各自治体のクラウドシステムがちょっと違いがあって、将来的

には一本化していくみたいなんですけれども、この経費というのは、今回そういう、国と連

動してというか、各自治体と連携した内容なのか、ちょっとその辺お伺いします。 

○委員長（清水正二君） 田中課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（田中貴則君） 金丸委員のおっしゃっているのは、業務系

システムの標準化、令和７年度末までに全自治体が国の標準準拠仕様に基づくシステムに移

行するという部分になろうかと思います。それにつきましては、15ページの一番下段にあ



－52－ 

ります標準準拠システムへの移行作業といたしまして、来年度、現行システムの文字と標準

仕様で使う文字の洗い出しを行う文字の同定作業になるんですけれども、こちらを計上させ

ていただいております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 運用というのは令和７年からということですか。 

○委員長（清水正二君） 田中課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（田中貴則君） 国のほうでは、令和７年度末までに全自治

体というふうに示しております。我々といたしましては、令和７年９月からを目指して、今、

取組を進めているところであります。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） １点です。私たち被災者支援システムというのをずっと推進してまい

りまして、やっと入れていただいて、その罹災証明のほうはできるようになったんですが、

今いろいろ聞いていますと、例えば行政地図台帳デジタル化とか、そういったところで大規

模な災害が起こったときに、瞬時にその状況が分かるようなものもこの中でできるんでしょ

うか。その関係性というか、そういったことをお聞きしたいんですけれども。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  田中課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（田中貴則君） 今回、予算をお願いしています台帳のデジ

タル化には含まれてはおりません。被災者支援システムは、マイナンバーカードを利用して

罹災証明などの電子証明が可能になるというふうに認識しておりますけれども、被災者支援

システムにつきましては、今後、防災担当とも協議しながら進めていかなければならないん

ですけれども、保坂委員がおっしゃっているような、情報が瞬時に分かるようにとか、そう

いったお話になりますと、今回の補正予算でお願いいたしましたタブレット端末を今回購入

する予定になっております。そのタブレット端末を使うことによって、職員が現地へ行って

その写真を災害対策本部へ送信することで、現地の情報がリアルタイムで収集できるとか、

そういった取組は、来年度になりますけれども実施していきたいというふうには考えており

ます。 
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  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了いたします。 

  傍聴議員、よろしいですか。 

  これで、２款総務費、１項総務管理費のうち、スマートプロジェクト推進課所管事業につ

いての質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 零時０５分 

 

再開 午後 １時２８分 

 

○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  次に、２款総務費のうち、経営戦略課所管事業について説明を求めます。 

  丸山経営戦略課長。 

○経営戦略課長（丸山英資君） 本日もよろしくお願いいたします。 

  経営戦略課から、令和４年度当初予算につきましてご説明申し上げます。 

  予算説明書は42ページから43ページでございます。 

  説明につきましては、お手元の令和４年度予算参考資料ナンバー１でご説明させていただ

きますので、よろしくお願いいたします。 

  資料につきましては、２ページをお願いいたします。 

  広報広聴関係の予算でございます。 

  ２款総務費、１項総務管理費、２目文書広報費、01一般広聴広報事業1,236万4,000円、

財源内訳につきましては、一般財源のほかにその他財源といたしまして、市ウェブサイトの

バナー広告料168万円を充当するものであります。 

  これは、市内外の事業者に、市ウェブサイトへのバナー広告への掲載について、ホームペ

ージ内や広報誌紙面において積極的に働きかけを行い、自主財源の確保に向けた取組を行っ

ているものでございます。 
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  事業概要につきましては、広聴広報事務費といたしまして、山梨日日新聞データベース使

用料、旅費などを計上し、ホームページの保守点検等の委託料と、本市の魅力情報発信事業

といたしまして広告掲載等情報発信料につきましては、新聞紙上などメディアを利用いたし

まして、新年度におきましても毎月１回新聞紙面において甲斐市のイベント情報などを発信

してまいります。 

  このほか、令和３年度から実施しておりますドローン活用推進事業につきましては、ドロ

ーンライセンス取得に伴います２人分の研修負担金と、昨年度購入いたしましたドローン機

器の登録費用及び保険料、また、ＬＩＮＥを活用したアンケートの調査につきましては、年

４回分の調査委託料を計上しております。 

  次に、02広報発行事業2,723万8,000円、財源内訳は一般財源となります。 

  主な事業といたしましては、広報誌等作成の事務経費、広報車管理費のほか、広報誌印刷

費等して、編集、印刷の経費2,440万6,000円、このほか広報誌等を自治会に配付する委託

経費などを計上しております。 

  続きまして、予算参考資料３ページをお願いします。 

  予算説明書は44ページから47ページとなります。 

  ２款総務費、１項総務管理費、５目企画費、01行政改革推進事業につきましては、予算

額82万2,000円、財源は一般財源であります。 

  事業の概要でございますが、行政改革推進委員及び指定管理者選定評価委員の報酬と、各

委員会の事務消耗品、郵便料等。また、令和４年度から新たに令和３年度甲斐市公共施設等

総合管理計画の改定と併せまして、公共施設カルテ情報の分析を行い、長寿命化対策などの

情報システムの構築を行いましたので、このシステムのクラウド利用料を計上しているもの

でございます。 

  02非核平和推進事業につきましては、予算額６万円、財源内訳は一般財源であります。 

  事業の概要といたしましては、核廃絶の推進、平和の尊さを啓発するための朗読会、写真

展示等を開催する経費でございます。 

  次に、03企画管理費につきましては６億487万5,000円であります。 

  財源内訳につきましては、国県支出金７万8,000円といたしまして、県からの委託金で土

地利用規制等対策費交付金、残りは全て一般財源となります。 

  まず、01企画管理費の事業概要につきましては、リニア中央新幹線建設促進山梨県期成

同盟会及び中央東線高速化促進広域期成同盟会に対する法令外負担金と、甲府地区行政広域
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行政事務組合及び峡北広域行政事務組合の一般会計に対する負担金などでございます。 

  別冊の予算審議資料の22ページから25ページに各広域事務組合負担金一覧表を掲載して

おりますので、参考にしていただければと思います。 

  次に、02総合計画プロジェクト事業につきましては、令和２年３月に策定いたしました

第２次甲斐市総合計画後期基本計画及び第２期甲斐市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進

捗管理に伴います総合計画審議会委員報酬及び事務費並びに、前年対比でおおむね650万ほ

どの増額をさせていただいておりますが、これは今年度、自主財源の確保の一つの手法とい

たしまして、令和４年度においては企業版ふるさと納税制度の人材派遣型を活用した人員配

置に伴う報酬などの総合計画関係経費と政策研究所関係経費で構成をしております。 

  また、政策研究所関係につきましては、アドバイザーへの講師等謝礼金と研究員の研修先

である早稲田大学マニフェスト研究所主催の政策研修につきましては、これまでの一般職員

の参加に加え、今年度も管理職、いわゆる課長職を対象とした管理職講習の参加経費、事務

費及び旅費であります。 

  次に、資料の４ページをお願いいたします。 

  04ふるさと応援寄附金事業につきましては５億6,713万3,000円を計上しております。 

  令和３年度は、12月議会及び１月の臨時会におきまして補正予算をお願いしたところで

ございますが、本年２月末には、担当者の努力によりまして、寄附件数といたしまして前年

度を約１万5,000件上回る約５万6,000件、寄附金といたしましては前年度を３億5,400万円

上回る約11億1,000万円の寄附金を頂きましたので、この場でご報告させていただきます。 

  これによりまして、新年度のふるさと応援寄附金の見込みにつきましては、これまでのふ

るさと応援寄附金10億5,000万円と、令和４年度からこれまで以上の寄附を募り、自主財源

の確保として企業版ふるさと納税の寄付金額5,500万円、この合計といたしまして11億

5,000万円を見込むものでございます。そのため、令和４年度の目標といたします寄附金額

の増額と併せ、前年度に約１億2,000万円増額した予算を計上させていただきました。 

  主な予算計上といたしまして、贈呈品、特典の経費、手数料につきましては、ふるさと納

税ポータルサイト、ウェブサイト使用料、手数料と、各種イベント参加の出展料といたしま

して、その経費。また、このたびの増収につながりました首都圏を中心に全国に向け発信し

たＳＮＳ及び民間ポータルサイトを活用した甲斐市の特産品などのＰＲの広告事業につきま

しては、積極的に実施させていただきます。 

  このほか令和４年度は、令和３年度においてふるさとチョイス、楽天、さとふるなど、６
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つのポータルサイトに、ふるなび、ａｕなど４つのサイトを加えた10サイトの運営を行う

予定でございますが、寄附者の選定の充実を図るため、運営会社への委託料と寄附金の管理

システムの保守委託料などを計上しております。 

  今後、さらなるＰＲの広告事業に加え、新年度からの企業版ふるさと納税業務につきまし

ては、積極的に各企業へのセールスに努め、自主財源の確保に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

  次に、05バス路線維持対策事業につきましては、予算額1,135万4,000円で、財源は一般

財源でございます。 

  事業の概要につきましては、生活バス路線として市内を運行しております民間バス事業者

への補助金でございます。 

  この２年間のコロナ禍におきまして、事業者からは年々輸送収入が減少し、従来どおりの

運行を継続することが難しいことから、令和２年度に山梨県をはじめ、関係市全てに対して

補助金の増額につきまして要望が行われた経緯がございます。また、現在の状況が続いた場

合には、路線の縮小や廃止を検討することも視野に入れている状況にあるとの内容でござい

ました。 

  このため、近年、昇仙峡が日本遺産やユネスコエコパークへ登録され、本市の観光振興の

発展が見込まれること、また、貴重な公共交通であること、生活路線として利用者がいるこ

とから、今後も従来どおりの運行を継続させる必要があることから、補助金の支出を引き続

き行うものでございます。 

  次に、07地域公共交通活性化、再生総合事業につきましては、予算額2,904万4,000円で、

財源は一般財源となります。 

  まず、事務経費といたしまして、市民バスに関する協議機関の甲斐市地域公共交通活性化

協議会の委員10人分の報酬と消耗品、そのほか、甲斐市市民バスの時刻表、路線マップの

印刷費、停留所の看板等の修繕費など、市民バス８路線の運行委託料でございます。 

  次に、08遠距離通学定期券購入費補助事業につきましては、予算額420万円でございます。 

  財源内訳につきましては、国県支出金210万円、これは山梨県から補助率２分の１の鉄道

通学支援による人口転出抑制実証実験費補助金でございまして、残りの２分の１は一般財源

の支出となります。 

  事業の概要につきましては、県外の大学等に自宅から通学する学生を対象とした通学定期

券の購入費に対する補助を行うものでございます。 
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  次に、予算説明書は58ページから59ページとなります。 

  参考資料は５ページをお願いいたします。 

  ５項統計調査費、１目委託統計調査費でございます。 

  令和４年に予算計上いたします調査事業につきましては、05人口動態調査事業から12経

済政策センサス事業までの６調査事業が実施されます。この予算額は資料の合計369万

2,000円、財源内訳につきましては、法廷受託事務でございますので委託金といたしまして

全額交付されるものでございます。 

  そのうち、就業構造基本調査事業につきましては、５年に一度、国民の就業及び不就業の

状態を調査し、全国及び地域別の就業構造に関する調査として、これに係ります調査員の報

酬、消耗品等を計上しております。このほかの調査につきましても、調査費等に係る経費を

計上したところでございます。 

  以上で、経営戦略課に係ります令和４年度当初予算の内容説明を終わります。よろしくご

審議をお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  説明に対する質疑を行います。 

  初めに、所管の委員の質疑を受けます。 

  質疑ございますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ４ページのバス路線維持対策事業ということで1,135万ということで

計上して、今、課長のほうからいろいろ御岳昇仙峡とかいろんなものもあったし、地域の皆

さんが活用する関わりの中で、もう少し細かくその辺の内容をちょっと教えてもらえますか。

この1,100万の内容。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  森澤係長。 

○経営企画係長（森澤篤史君） ご質問がありましたバス路線維持対策事業につきましては、

民間事業者が運行する路線バスに対する補助になります。市内を通過する民間路線バスの運

行を維持しまして地域住民の福祉を確保するため、不採算となっています生活路線を運行す

る路線バスの、その路線に対して予算の範囲内で補助金を交付するというものであります。

現在、市に関わる26路線に対して補助金のほうを交付しております。こちらの補助金に対

しましては、その関係する市町村それぞれにその要望額がありまして、その中で市のほうで、



－58－ 

その予算額の中で交付をしているような内容になります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） うちは山梨交通の営業所が敷島にあるということで、かなり路線バス

が頻繁に運行するというか多いと思うんで。あれは基本的には、甲斐市の中の区間だけを路

線の割当てというか、金額の割当て、そういう感覚でこの補助は出ているということなんで

すか。内容は。 

○委員長（清水正二君） 森澤係長。 

○経営企画係長（森澤篤史君） そのとおりでございます。市内に関係する路線に対しての補

助であります。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ありがとうございました。 

  その下の地域公共交通活性化、再生総合事業ということで、これは結構、路線によって、

医大のほうの路線なんかかなり利用者が多いということでいいんだけれども、かなり利用が

少ないというか、特に北部、旧敷島の北部等は利用者が少なくて、今の課長とか、地域へ行

って地域の意見も聞いてもらったり、いろいろ検討しているようだけれども、この辺の約

2,900万あるんだけれども、そういったところの地域の要望というか、その辺はどのくらい

取り入れられるようになるのか。その辺ちょっと具体的に。もし、今後の方針とか、それが

あったら教えてもらえますか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  丸山課長。 

○経営戦略課長（丸山英資君） 地域公共交通活性化、再生の総合事業につきましては、これ

まで便数はじめ、時刻表の改定などを行ってまいりました。しかし、やはり利用者について

はなかなか伸び悩むところでございまして、今回、上三地区につきましては、現地に職員と

乗り込みまして意見交換、またアンケート調査をさせていただきました。一部の方が、やは

りバス路線を廃止しないでほしいという要望がございます。同様に、市街地のほうの路線に

ついても、土日を走らせてくれないかというようなことがＬＩＮＥのアンケートで確定した

ところでございます。 

  そのようなことを踏まえまして、今の状況をもう一度新たな形で、現状に合わせた公共交

通の見直しが必要ではないかということで、今現在、山梨県と協議を行っておりまして、補
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助金等がつくようであれば、令和４年度から新たな、要するに公共交通の実証実験等を行い

ながら、甲斐市に見合う計画をつくってまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ありがとうございます。 

  今、我々、結構、市民と対話する機会がここのところ多くて、いろんな意見等も当然、

我々、今のこの状況のときに要望が結構来るんですよね。特にうちの場合は旧敷島というこ

とで上三区、要するに吉沢、睦沢、清川というか、そのほうからも結構いろんな面で、既存

の路線バスが廃止になってから、本当に市のほうでも検討してもらって、ある程度、地域も、

今、課長言ったように来てもらったり、いろいろ話は聞いているんだけれども、100％はい

かなくても、ある程度。 

  特にお年寄りが、ほとんどお年寄りでもう、80％以上はもう高齢者だから、若い人は少

ない。当然、今、自分たちももう免許証も返納する年齢になっているんで、ぜひその辺のと

ころを、2,900万、予算を盛ってあるんで、そういった地域の意見を十分踏まえて、この予

算を、地域の足として活用できるような方策を練ってもらいたいんだけれども、再度、課長

の考えをお聞かせください。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  丸山課長。 

○経営戦略課長（丸山英資君） 先ほども答弁申しましたが、やはり地域、地域に合わせた、

今、現在、例えば北部３地区見ますと、現状、空気をバスで運んでいるような状況でござい

ます。政策研究所において、長野の過疎地や市街地の検証も行う中で、デマンド交通などの

ドア・ツー・ドアも考えられますし、甲斐市の地域に見合うような交通政策計画を引き続き

検討してまいりたいと思っていますので、よろしくご協力をお願いいたします。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管の委員の質疑を終了いたします。 

  これより所管以外の委員の質疑を受けます。 
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  質疑ございますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ２ページの真ん中ですが、市の公式ＬＩＮＥのアンケート調査ですが、

ＬＩＮＥを使う人の関係で偏りは出ないんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 松井係長。 

○広聴広報係長（松井恵美君） お答えいたします。 

  ＬＩＮＥのアンケートにつきましては、当初６月８日の日に初めてのＬＩＮＥアンケート

を行いました。その際のＬＩＮＥの甲斐市の公式の友達の方が6,800人ほどでしたが、アン

ケートを重ねるに連れて、今現状、友達数が１万3,400人ほどに倍以上に増えている状況で

あります。当然、ＬＩＮＥのアンケートにつきましては、甲斐市のＬＩＮＥのお友達になっ

ている方が対象になりますので、100％全ての方を網羅するわけではございませんが、今後

も友達数の確保を、増加を考えてまいりまして、多くの方々にアンケートの回答をいただけ

るよう検討してまいりたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ４ページですが、企業版ふるさと納税ですが、通常のふるさと納税は

甲斐市出身の方ということで分かるんですが、この企業版の場合、どういう定義というか関

わりになるのかよく見えないところがあるんですが、教えてください。 

○委員長（清水正二君） 伊藤係長。 

○政策戦略係長（伊藤 敦君） お答えいたします。 

  企業版ふるさと納税の概要につきましては、国が認定した地方公共団体の地方創生プロジ

ェクトに対して企業が寄附を行った場合、法人関係税から税額控除される仕組みとなります。

最大で寄附額の約９割が軽減され、実質的な企業の負担が約１割まで圧縮されます。 

  制度のポイントとしまして制限が幾つかあるわけですが、本社が所在する地方公共団体の

寄附は対象外となっております。 

  以上であります。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  伊藤委員。 
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○委員（伊藤 毅君） １点確認させてください。 

  ４ページの08の長距離通学定期券購入補助事業なんですが、当初、令和３年度で県が打

切りということで、市のほうも打ち切るかもしれないという話だったと思うんですが、常任

委員会等で要望が出て、継続という形になっていると思うんですけれども、県のその後の動

向というか、何年までやるとかそういった話はありますか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  森澤係長。 

○経営企画係長（森澤篤史君） お答えいたします。 

  県のほうの動向につきましては、３月の議会に継続の方向で、今、協議をしているという

ことで、それが継続ということであれば、令和４年から６年まで３か年の継続という形を予

定しているそうです。継続の条件につきましては、今までと変わらないというふうに伺って

おります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管以外の委員の質疑を終了いたします。 

  これで、２款総務費のうち、経営戦略課所管事業についての質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 １時５２分 

 

再開 午後 １時５３分 

 

○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  次に、２款総務費のうち、財政課所管の事業及び12款公債費及び13款諸支出金のうち、

財政課所管の事業並びに14款予備費について説明を求めます。 

  宮本財政課長。 

○財政課長（宮本 裕君） 大変お疲れさまでございます。 

  それでは、財政課が所管いたします令和４年度当初予算の歳出についてご説明いたします。 
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  予算説明書は42ページから45ページになりますけれども、説明につきましては、予算参

考資料に基づきまして説明させていただきます。 

  予算参考資料ナンバー１の秘書室総合戦略部の６ページをお願いいたします。 

  まず、２款総務費、１項総務管理費、３目財務管理費、01財務管理費（財政係）につき

ましては、予算額666万7,000円でありまして、財源は全て一般財源であります。 

  事業の概要につきましては、財政係に係る参考図書の追録代及び郵便料と、公会計システ

ムの保守業務委託料、また、協働財務会計システムの負担金であります。 

  続きまして、02財務管理費（契約係）につきましては、予算額72万5,000円であります。 

  財源内訳でありますが、その他24万3,000円につきましては、請求書の売りさばき代であ

り、残りは全て一般財源であります。 

  事業の概要につきましては、契約係に係る参考図書の追録代、請求書の印刷代、郵便料な

どのほか、山梨県市町村総合事務組合で平成28年度から実施しております入札参加資格申

請の共同受付事務の負担金であります。 

  なお、この共同受付事務につきましては、令和４年度は２年ごとの定期受付年度となるた

め、中間受付年度であった令和３年度と比較いたしますと17万6,000円の増となっておりま

す。 

  次に、12款公債費であります。 

  予算説明書は134ページ、135ページになります。 

  １項公債費、１目元金、01元金につきましては、予算額31億5,114万6,000円であります。 

  財源内訳でありますが、市債５億1,527万円につきましては、合併特例債、借換債であり

まして、その他1,676万2,000円につきましては住宅使用料、残りは全て一般財源でありま

す。 

  ２目利子、01利子につきましては、予算額8,268万9,000円であります。財源内訳であり

ますが、その他61万2,000円につきましては、住宅使用料と減債基金からの繰入れであり、

残りは全て一般財源であります。内訳といたしましては、市債償還利子と一時借入金利子で

あります。市債償還利子のうち新規発行債の利子につきましては、民間資金0.3％、財政融

資0.01％、市町村振興協会0.11％で積算をしております。一時借入金の利子につきまして

は、予算の内容に定めました借入最高金額40億円を基礎といたしまして、0.2％の利率でお

おむね60日の借入期間で積算をしております。 

  次に、13款諸支出金であります。予算説明書は134ページから137ページ、予算参考資料
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は７ページ、８ページとなります。 

  財政課が所管いたします基金費につきましては、１目財政調整基金、２目減債基金費、８

目公共施設等整備基金費、９目土地開発基金費、13目まちづくり振興基金費の５つの基金

であります。各基金への積立てにつきましては、歳入の17款財産収入で生じた基金運用利

子を財源とし、積み立てるものであります。 

  なお、基金の積立状況や令和４年度末の現在高見込額の調書につきましては、予算審議資

料７ページに記載をしてございますけれども、７ページの内容につきましては、補正予算

（第10号）編成時点の現在高見込調書となります。令和４年度当初予算編成後に補正予算

（第11号）を編成したことから、本日お配りいたしましたＡ４、１枚の基金残高見込調書

が現時点における令和４年度末の現在高見込額となりますので、ご参照いただきたいと思い

ます。 

  最後になりますけれども、14款予備費であります。予備費につきましては、前年度と同

額となる3,000万円を計上しております。 

  以上が財政課に係る令和４年度予算の歳出についての説明になります。よろしくご審議お

願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管の委員の質疑を終了いたします。 

  次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 説明資料７ページの諸支出金に関連してなんですけれども、財政調整

基金に頼らない市政運営ということでおっしゃられていたんですが、やっぱり財政調整基金

が災害ですとか、今回のようなコロナなんかも災害の一つだと思うんですけれども、そうい

うときに市民の生活を守るために使うべきものだと思うんですが、令和４年度の見込みで取

崩し見込額がゼロで積立見込額が128万4,000円ですか、そういうことになっているんです
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けれども、財政調整基金に頼らないというのは、なぜそういうような形になったんでしょう

か。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  横森総合戦略部長。 

○総合戦略部長（横森貴志君） 財政調整基金に全てを頼らないというわけではございません。

今朝の概要説明でも申し上げましたとおり、今、谷口議員がおっしゃったように、災害だと

かコロナの関係について有効的な活用ができるような形でということで、通常の予算ベース

のときには財政調整基金に頼らずに予算編成を行いたいということで、当初予算に限りまし

て財政調整基金は取り入れてはございません。この後、このコロナの関係がまた感染拡大等

起こりまして、新たなまた支援策等をやる場合においては、財政調整基金を取り崩して使わ

せていただくことを考えておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管以外の委員の質疑を終了いたします。 

  これで２款総務費のうち、財政課所管の事業及び12款公債費及び13款諸支出金のうち財

政課所管の事業並びに14款予備費についての質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 ２時０２分 

 

再開 午後 ２時０４分 

 

○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  次に、２款総務費、３款民生費及び４款衛生費のうち市民活動支援課所管事業について説

明を求めます。 

  相川市民活動支援課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 市民活動支援課です。よろしくお願いいたします。 

  市民活動支援課より一般会計当初予算の市民活動支援課分の説明をさせていただきます。 

  予算説明書は42、43ページ、予算参考資料の１ページをお願いいたします。 
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  ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、ナンバー21生活環境部公用車維持管理

事業、予算額776万円は、生活環境部で使用し、管理しております公用車の維持管理経費の

ほか、公用バス２台分の運行委託料となっております。 

  次に、ナンバー22生活環境部管理事業、予算額５万1,000円は、生活環境部で使用します

事務消耗品の経費でございます。 

  予算説明書の46、47ページをお願いいたします。 

  続いて、５目企画費、ナンバー09男女共同参画推進事業、予算額206万3,000円は、男女

共同参画推進委員会の委員報酬のほか、事業推進に係る経費、またＤＶ相談業務委託費委託

料等を計上しております。ＤＶ相談業務では、一時保護に関する委託料を増額し、緊急時の

保護に対応したいと考えております。なお、現男女共同参画推進委員は、２年間の任期がこ

の７月で終了し、８月から第９期の委員となります。 

  次に、予算説明書48、49ページ、予算参考資料は２ページをお願いいたします。 

  ９目交通安全、防犯対策費、13チャイルドシート貸出、交通災害共済事業、予算額448万

7,000円は、生後１歳６か月まで貸し出しておりますベビーシート、チャイルドシートの貸

出しに係る経費でございます。 

  予算の説明書が50、51ページになります。 

  12目市民活動費、01市民相談費、予算額486万4,000円は、市民相談、無料法律相談など

の相談事業に係る経費のほか、人権啓発活動、社会を明るくする運動に係る啓発物品等の購

入費用となっております。 

  なお、年６回行っております無料法律相談のうち、申込者が多い弁護士による法律相談に

つきましては、これまで１回当たり２人の弁護士で対応をお願いしておりましたが、弁護士

会のほうに依頼し、４年度からは１回当たり３人で対応し、回数を増やしております。 

  また、新規事業としましては、保護司に対する補助金を84万円計上させていただきまし

た。これは過日の総務教育常任委員会において説明をさせていただきましたが、保護司の活

動支援、また安定的な保護司の人員確保等を図るため、１人当たり３万円を助成するもので

ございます。現在、市内には28人の保護司がおり、補助金につきましては、竜王、敷島、

双葉の各支部に対して人数分に合わせて交付するものでございます。 

  そのほか、市民活動支援課に設置しております消費生活センターの相談員等の経費を計上

しております。 

  続きまして、ナンバー02市民温泉等維持管理事業、予算額１億915万6,000円につきまし
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ては、市民温泉３施設につきましては、指定管理がこの３月末で終了することに伴い、令和

４年度は運営を民間事業者、施設管理は市が行うこととし、予算計上を行いました。 

  なお、４月から６月末までの間は入札や運営に向けた準備期間とし、７月からの再開を予

定しております。そのため、９か月間の施設運営委託料のほか、施設管理費や施設管理等の

担当者として会計年度任用職員の人件費も合わせて計上しております。 

  また、今年度設置しました温泉施設事業運営検討委員会について、令和４年度も引き続き

市の諮問に対してご協議等をいただきますので、報酬等を計上したところでございます。 

  続きまして、ナンバー03結婚支援事業、予算額501万6,000円につきましては、新婚世帯

の新生活、家賃や引っ越し費用等を補助します結婚新生活支援事業のほか、山梨出会いサポ

ートセンターの加入に対する補助金を計上しております。 

  なお、結婚新生活支援補助金につきましては、今定例会において減額補正をさせていただ

きましたが、当初予算の今年度の実績を基に450万円計上したところでございます。なお、

本事業につきましては、過日、県から令和４年度の事業に関する内示があり、これまでの助

成対象を39歳以下とした上限額30万円の事業に付け加え、対象者が29歳以下の場合は上限

額を60万円とした新たなメニューが加わることになりました。この改正につきましては、

今後、ホームページや広報、チラシ等で周知をして、利用者の方にお知らせしたいと考えて

おります。 

  予算参考資料は４ページをお願いいたします。 

  14目諸費、ナンバー01自治振興事業、予算額6,358万9,000円は、市内136自治会の自治会

長を委嘱しております行政連絡調整委員に対する報酬のほか、自治会活動に対する助成とし

て交付しております行政連絡調整交付金のほか、公民館の修繕や温泉施設の修繕等に対する

補助金を計上しております。 

  なお、新規事業としまして、コロナ禍においてお祭りや運動会などの自治会事業が開催で

きない状況にある自治会を支援するため、自治会事業に対する補助金として、市自治会連合

会を通じて交付します自治会事業応援補助金500万円を計上させていただきました。 

  予算説明書は66、67ページをお願いいたします。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、４目地域改善対策費、ナンバー02住宅新築資金等貸付事

業特別会計繰出金、予算額1,000円です。住宅新築資金等貸付事業特別会計の繰出金ですが、

科目存置として1,000円を計上しております。 

  予算説明書の86、87ページ、予算参考資料５ページになります。 
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  ４款衛生費、２項環境衛生費、３目やすらぎ聖苑管理費、ナンバー01一般管理費、予算

額3,043万6,000円は、やすらぎ聖苑につきましては、令和２年度から指定管理者制度を導

入し、運営管理を行っております。その指定管理の委託料のほか、施設修繕料を計上してお

ります。 

  なお、指定管理委託料には、計画的に修繕を行っております火葬設備の修繕費を含んでお

ります。そのため、前年度より委託料が500万円ほど増額しております。 

  以上、一般会計当初予算の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 市民温泉管理事業でその他として3,334万9,000円ということで収入

があって、今朝の財政課の説明だと、この入というのは使用料という形の中で計上してある

と思うんだけれども、これについては、一応３か月を待って、その後、市が直営であるから

この使用料として入の3,300万が発生するのか、その辺のところはどうなっている。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 内藤委員からご質問ありましたその他の収入ですが、こ

れにつきましては、これまでは指定管理者制度でしたので、使用料は指定管理者の収入とな

りましたが、今度は市が実質直営で行いますので、今度、市の収入としてここに3,334万

9,000円、９か月分を計上させていただいたところでございます。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、今度直営でやるということでその入をやったんだけれども、

そのまま３ヶ月たった後の運営の仕方というものについてはどうなるの。例えば今、業者を

探しているとかいろいろやっているけれども、その辺の継続していく上でのやり方というの

かな、それは直営でやることが前提でこうやるのか、それとも新たに業者をやってそこにや

るのかと、その辺のところはどうなっている。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  相川課長。 
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○市民活動支援課長（相川泰史君） 令和４年度の運営につきましては、過日の総務教育常任

委員会でもちょっとお話をさせていただきましたが、まず運営に関して、日々の運営ですね、

人を派遣していただいて運営をする、そういったものについては民間企業さんに委託をする

予定です。施設管理につきましては、市が直接当然できない部分もありますんで、それぞれ

例えばボイラーとか環境面の関係とか様々な点については民間業者にお願いするんですが、

実質は市が直接管理をするという状況ですので、指定管理者制度が始まる前の運営は民間委

託、施設管理は直営というような形で行いますんで、そこら辺が指定管理者制度とは全く異

なってくるような状況になると思います。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ということは、結局３か月やった後の、今、準備期間だよね、来月か

らね。その間に一応民間とやって、市が直営の体制を整えて、それで令和４年度については、

そういう形で進めていくということですね。そういうことだね。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 内藤委員のおっしゃるとおり、３か月の準備期間を経て、

できるだけ前倒しをしたいと考えておりますが、７月からそのような形で行いたいと思いま

す。ただし、入札不調になった場合あるいは、まだちょっと契約の方法というか入札方法決

まっておりませんが、入札が成立しなかった場合については、今度は市が完全直営という形

で人も雇用して運営するような状況も一応は考えております。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ということは、そういう今、課長が言ったようなことであれば、３か

月後には一応、今、市が直営することも含めて営業を開始するということでいいんだね。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） そのとおりでございます。 

○委員（内藤久歳君） はい、分かりました。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑ございますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 今の関連なんですけれども、温泉施設のことで、総務教育常任委員会

のときも質問して答弁もらっているんだけれども、今、既存の施設で結構故障している温泉
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の施設が、何か泡が出るのが出ないとか、外部の風呂が駄目だとか、何かどこかの施設だっ

たら、サウナがちょっと思わしくなくて駄目だとかということがあるんだけれども、その辺

は承知していますか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  日本係長。 

○市民生活係長（日本 修君） ただいまサウナは、志麻の湯と釜無の湯は閉館しているんで

すけれども、一応サウナの状態につきましては、今、ちょっと修繕が必要ということは承知

しています。一応来年度も修繕費を盛ってありまして、その辺はそんな中を対応していきた

いと思っています。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） この修繕費というのは、今、現状の、結構もう施設が老朽化して、も

う約30年ぐらいたっているのかな、みんな、結構もういろんな面で故障は、故障待ちなん

だよね。結構起きているということだよね。これ当然皆さん方、承知していると思うんだけ

れども、せっかくこうやって３か月かな、休館するということになると、やっぱりその機に

そういったところを修繕したほうがいいような気がするんだけれども、その辺のところの考

えは、どんなふうに考えるのかちょっとお聞きしたいんですけれども。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 赤澤委員からご指摘のありましたそういった修繕の関係

につきましては、運営に直接関わるものについては、当然早急にしなければなりませんし、

状態に応じては修繕をちょっと先送りするものもありますが、その辺の優先度をつけて、そ

れぞれ各施設、この３か月間において対応していけるものは対応していきたいと考えており

ます。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ぜひそこはして、せっかく３か月休む、ちょうどその期間があるんな

ら、せっかくこういう機会にやっぱり修繕、この先、いつかは修繕しなきゃならないんで、

こういうときに思い切って修繕しておいたほうが今後、これでもう終わりというんなら別だ

けれども、基本的にはまだ、今、入札したり、入札も不調なら市で直営ということなんで、

１年か２年か、どのくらいやるのか分かりませんけれども、当然その辺は修繕していったほ
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うがいいような気がするんだけれども、再度その辺の課長の考え、お聞かせください。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 赤澤委員のご指摘のとおり、必要なものは順次、この３

か月間がありますので、入館者に迷惑もかかりませんので、必要なものはそれなりに優先度

をつけて、先ほど答弁したとおり、修繕等は対応させていきたいと考えております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ５ページの修繕費の100万円というのがあるんだけれども、こちらは

前年と同額算定しているんだけれども、この修繕費というのは20万円以上の修繕費は市が

対応と書いてあるんだけれども、それで、20万円以上の修繕は市が賄うということがあっ

たと思うんだけれども、それに対する充当費用ということでいいの、これは、100万円。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  日本係長。 

○市民生活係長（日本 修君） やすらぎ聖苑の修繕費ですけれども、修繕料が20万円以上

のものに対しては市が対応します。20万円未満のものに対してですが、指定管理のほうで

対応していきます。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、結局20万という事は、５件を見込んでいると思うんだ

けれども、前年度と同額ということは、前年度のちょっと決算がないからあれだけれども、

前年度はこの財源からどれだけ出しているの。どのぐらい、何件ぐらい。決算じゃないから

申し訳ないんだけれども、予算立てるには、見込みがあって予算立てるんだから。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  日本係長。 

○市民生活係長（日本 修君） 令和３年度の修繕料ですが、台車の駆動装置を３基、今、行

っていまして、97万9,000円を使用する予定です。 

○委員長（清水正二君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） ここにあります修繕料の100万円につきましては、先ほ

どちょっと私の説明のところ、指定管理料にも経年的に、計画的に修繕料を盛っていまして、
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そちらのほうはちょっと大きい金額で1,485万ほど盛っています。それ以外の、先ほど議員

のおっしゃった20万円以上のものについては、どういった故障が発生するか分かりません

ので、一応予備費的に市の負担分として100万円計上しているようなところです。それ以外

の大きいものについては、計画的に、例えば火葬炉の台車の関係とか、そういったものは計

画的にやっておりますので、それは指定管理の委託料の中に含めて、指定管理者である宮本

工業所に発注をしているというような状況になっております。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、何か含まれているとか、そういうふうなところが施設修

繕料と見たときに、何か分かりづらいよね。もっと契約のときに、20万円以上というのは

市が負担すると、それ以外のものは業者がやるということが明確になっているわけじゃない。

そこで、この修繕料というものを含んで計上していて、それが何か大きいものは含まれてい

るとかというところがちょっと分かりづらい部分もあるけれども、その辺はどうなの。 

○委員長（清水正二君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） ご質問にありましたとおり、先ほど言いました指定管理

の2,939万6,000円のうち、運営に関するものが1,453万7,000円です。残りが先ほど言いま

した３年間の指定管理料、一番最初契約するときに、もう３年間の経年的にやらなきゃいけ

ない修繕に対しては、もう指定管理料に含めて今回契約をしております。それですので、前

年に比べて500万円ほど委託料が増えております。 

  ただ、いよいよ令和４年度で３年間の指定管理が終わりますので、令和５年度からは、そ

こら辺が議員のおっしゃるとおり、不明な部分がちょっと見えてこないので、運営に対する

指定管理料だけでやりまして、それ以外の大きい修繕については、修繕費として別個に予算

化、予算化というか明文化して指定管理のほうを出していきたいと、そのように対応してい

きたいと考えております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 俺が言ったのは、同額を100万ともう盛っているわけじゃない、前年

度と。今年度は、３年間たって委託料がどうのこうのという今、説明したから、それ同額に

ついてどうなのかなという、そういうことを聞いたわけ。 

○委員長（清水正二君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 確かに同額でございますけれども、先ほど言いましたと
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おり、20万円以上のもの、まだ実際に支出も特に当然これは決まっておりませんが、一応

予備費的な段階で20万円以上、もうなければここは支出しませんので、あくまでも例えば

計画的にやっているものとは別個で緊急性が出たものについては、この100万円のところで

対応していきたいという形で100万円を計上させていただいております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 結婚支援事業ということで、ちょっとこれ再度また確認なんですけれ

ども、結婚支援金計画支援補助金450万円計上したわけ、これちょっと細かい内容等を教え

てもらえますか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 結婚生活の支援事業でございますが、令和３年度からス

タートしまして、対象年齢がまずご夫婦とも39歳以下、それから所得が２人合わせて400万

円以下になっております。対象事業としましては、引っ越し費用や家賃等でございます。先

ほど言いましたとおり、令和４年度につきましては県のほうから新たに内示が出まして、

29歳以下につきましては、上限額を今度60万円に引き上げるというような状況で、先ほど

言った家賃とか引っ越しとか、例えば家を買った場合なんかの、中古でしたらリフォーム費

用も今度は対象になるというようなお話をいただいております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） これ450万と、これ件数的にはどのぐらい見込んで計上したんですか。 

○委員長（清水正二君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 一応上限額が30万円ですので、一応30件分を見ており

ますが、令和３年度の実績を見ますと、上限額30万円いったのは１件しかございませんの

で、多分15件以上は対応できるような状況も考えております。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） それぞれ一応総務の委員会の中で話が出たんだけれども、甲斐市の市

の役所に婚姻届出せば分かるんだけれども、違うところで例えば出したときには、ちょっと

その辺を把握するのは難しいというような答弁もいただいた経緯もあるんだけれども、その
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辺のところ、せっかくこうやって制度もあって予算も計上してあるんで、できるだけ多くの

人に、こういったものを条件が合う人は使ってもらう体制をとる必要があると思うんだけれ

ども、再度、その辺のところをどんなふうに考えているかお聞きしておきたいと思いますけ

れども。 

○委員長（清水正二君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 過日の総務教育常任委員会のときに、甲斐市の婚姻届の

提出件数における割合という形でご質問いただいたところです。たしか１月から昨年の12

月まで四百何件あったんですが、ご承知のとおり、婚姻届は全国どの自治体に提出しても結

構でございますので、市の市民戸籍課のほうにおいて婚姻届を出された方についてはご案内

をさせていただきますし、よその自治体で婚姻届を出されて甲斐市に転入した方々、そうい

った方も当然対象になるわけでございますので、そういった方々にも、例えば広報あるいは

ホームページ、例えばあと不動産屋さん、新しい住宅を借りるような方、そういったところ

も市内の不動産、市外の不動産屋さんにもお願いして、こういったものをチラシで啓発をし

ておりますので、今後も多くの方に利用していただけるようＰＲ活動はしてまいりたいと考

えております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管の委員の質疑を終了します。 

  続いて、所管以外の委員の質疑を求めます。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） すみません、３ページですが、市民温泉の関係で長年やってきた山交

が撤退ということで、利用者の減とかコロナとかいろいろ理由はあると思うんですが、もう

少しこうすっきりした説明が何かないような気がして、ちょっと伺いたいと思います。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 昨年の11月の総務教育常任委員会だと思いますが、た

しかご報告させていただいておりますが、指定管理者制度が令和３年で終了に伴うに当たり

新たな事業者を公募したところ、山梨交通１者のみの公募でございました。それに対して、

指定管理の選定委員会において、簡単に言いますとプレゼンテーションを受けまして、点数
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づけをしたところ、５つの項目のうち１つが基準点に達しなかったという形の中で選定をさ

れなかったという状況の下で、山梨交通との契約がこの３月で終了するということでござい

ます。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） １ページの09男女共同参画推進事業で伺いますけれども、昨年の私、

一般質問でも男女共同参画推進委員会から市のほうへ提言をするような形で進めていただき

たいという一般質問をさせていただきましたが、今年度、この予算というのは、ほとんど金

額は変わっていませんが、この内容として、どのような内容の男女共同参画推進委員会を進

めていくかというのは、いつ頃方針が決まるんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 滝川委員から以前一般質問等をいただいた関係で、提言

でございましては、この７月が任期満了でございますので、この２年間の成果として、あと

フォーラムを実施する予定でございます。それと併せて、その２年間の成果を市に提言して

いただいておりますので、これをまた委員会のほうにも当然お話をしていくと。 

  今度、第９期の委員が８月から始まるわけでございます。それぞれ新しい委員さんが出た

中で、今後、また２年間、どのような活動をするかというところの中で、何かを特化して、

例えば防災なのか、例えば最近ですとＬＧＢＴの関係とか、そういった、またＤＶの件数も、

山梨辺りはあまり増えていないような状況ですが、甲斐市の新聞では増えているというよう

な状況の中で、重点取組を含めた中で、第９期の委員の２年間のテーマとしてそれぞれ扱っ

た中で方針というんでしょうかね、男女共同参画、幅が広いですので、なかなか特化するこ

とは難しいんですが、それぞれ対応していきたいと考えております。 

○委員長（清水正二君） いいですか。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 分かりました。 

  私は、お願いしたいのは、例えばこの甲斐市の中のことについて、女性の管理職の登用の

問題とか、そういうものにもしっかりこの委員会が提言していくべきだと思っています。そ

してまた、自治会活動の中に対しても、男女共同参画の比率の問題なんかをしっかりと提言

していただきたいのは、この委員会の私は、委員会に希望する、本当にそういうところに目
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をつけて自分たちの地域から男女共同参画をしっかりと進めていくという、そういう姿勢を

示していただきたい。 

  それから、昨年度は日本女性会議がＺｏｏｍの形になってしまいましたので、また今年度

からいろんなところでこういう会議もありますから、ぜひそういうところに予算も取って委

員さんたちを派遣していただきたい。 

  そして、自分たちのこの甲斐市だけではなくて、日本の各市町村がどんな形で今、動いて

いるのかということを委員さんたちにしっかりと考えていただきたいなという、非常にそれ

希望いたしますので、これに対しては、本当に指導をしていただくしかないわけですから、

担当の部署の方たちは大変ご苦労かと思いますが、その辺をしっかりとご指導いただいて、

徐々にこの甲斐市の中の女性、市役所の中の女性管理者も増やしていかなければ、女性の部

長がいなくなって議場に入る女性がいなくなるような、そういうことを招きかねない。 

  そして、それを言ったときに、女性がなかなか名のり出ていただけないという形で済まさ

れるのではなくて、その環境を整えるという方向にしっかりとこの活動を進めていただきた

いと思いますので、その辺は非常に強く要望したいと思います。よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 要望でよろしいですか。 

○委員（滝川美幸君） はい。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ３ページの市民温泉等維持管理事業なんですけれども、ちょっと私が

相談を受けて、温泉で働いていた方、山交さんのほうで、その方が失業されて、なかなか年

齢も年齢で仕事が見つかりにくいということなんですよね。それで、今度、指定管理、業務

委託になった場合、山交さんが引き受けるとか、そういうことはあるんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 現在、山梨交通が雇用していている方につきましては、

山梨交通が雇用していますので、既に山梨交通のほうから指定管理者制度の終了に伴って、

多分契約が解除という形で終わると思っております。 

○委員長（清水正二君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 契約終わるのは分かっているんですけれども、今後、形態を変えて、

運営事業者を募集するようなことをおっしゃっていたんで、そういう場合、今まで勤めてい



－76－ 

た方が雇用されるとか、そういうようなことはないですかね。 

○委員長（清水正二君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 新たに例えば民間事業者に決定した場合につきましては、

その民間事業者の方に継続雇用をお願いする予定でございます。また、入札不調の場合につ

いて、市が直営にする場合については、市のほうでまた継続して雇用のほうをしていきたい

と考えております。いずれにしましても、先月末に従業員の方々に文書をもって今後の市の

取組方針というか、そういった雇用についてもお知らせをして、継続雇用を希望される方に

ついては、市のほうに申し出てくださいということは伝えております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 要望で結構なんですけれども、やっぱり今まで温泉を運営されてきて

熟練もされている方ですから、できればそういう方の雇用を続けていってほしいということ

で、要望で結構です。 

○委員長（清水正二君） ほかにございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ３ページの結婚支援事業の中で、結婚イベント運営委託料というのが

ありますよね。この内容をちょっとお話しいただきたい。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  日本係長。 

○市民生活係長（日本 修君） 結婚イベントの内容ですが、現在、20万予算をつけており

まして、イベント企画、あとチラシ作成、あと広報活動につきましては業者のほうに委託を

して、市内の市民または近隣の市民を対象に婚活イベントを開催する予定であります。 

○委員長（清水正二君） いいですか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 内容的にはもうちょっと、まだ決まっていませんか。業者に全て委託

ですか。人数とか目標とか何か決まっていないんですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  日本係長。 

○市民生活係長（日本 修君） 内容的には、恋活コミュニティーという業者があるんですけ

れども、男の方、女の方を募集しまして、公園やある場所で設定しまして、今、コロナとい
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うこともありますので、飲食はちょっと分かんないですけれども、お見合いシステムという

ような形の内容を考えています。 

○委員長（清水正二君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 何回やるのか、そして何組ぐらい成立できるように目標でやるのか、

そういった、それから長期的なこととか、そのことはもう何か決まっていますか。 

○委員長（清水正二君） 日本係長。 

○市民生活係長（日本 修君） 具体的には、今から詰めていく感じです。回数は１回を考え

ております。 

○委員長（清水正二君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） １回やってみるということでやるんでしょうけれども、長く、長くと

いうよりも、とにかく成果が出るような、そうしたことをしっかりと考えていただいて、本

気でこれをきっかけにしてやっていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  続けていいですか、もう１つ。 

○委員長（清水正二君） はい、続けてください。 

○委員（保坂芳子君） はい。 

  １ページの、先ほどから出ている男女共同なんですが、私のほうは、一般質問でもしまし

たように、避難所運営とか防災の関係で、要するに避難所でのいろんなＤＶとか被害を受け

ると、そういったことに対しての予防ということでは、やっぱりここの男女共同というより

も、ここの部署での男女共同の仕事として、しっかりと被害を止めるためのいろんなことを

考えていただきたいとかという話をして、それは国から来ているんですけれども、そうした

ら考えてくれるというような答弁だったような気がするんですけれども、それはお金は盛っ

てあるかどうか、ちょっと分からない、ここではね。分からないんですが、もしやるとした

ら、どこの部分でそれをやっていただけるんでしょうか。やる気はありますよね。ちょっと

聞きたいんです。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 昨年、保坂議員からご質問いただいた件でございますが、

これにつきましては、担当職員、女性職員が防災危機管理課と連携しまして、避難所の運営

マニュアルの中に新たにつくりまして、女性の視点を入れた、そういった避難所運営、それ

から、そういったＤＶ被害を未然に防ぐためにはこういったことをしましょうとか、そうい
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ったものを全般的に入れたマニュアルを作成して、今度、各避難所運営の際に、例えば何か

説明会とか、そういったところに配布して市民の方に周知をして、そういった形の中でＤＶ

の未然防止とかそういった被害の防止に努めていきたいと考えております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 予算は盛っていないと、だけどやると、そういった意味ですか。それ

ともあるんですか、この中に。 

○委員長（清水正二君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 特に予算は計上しておりませんが、既にその冊子はつく

って、防災危機管理課のほうと連携した中で、そういった避難所運営の例えば自治会とか、

あるいは自治会等に設置しています防災の組織に対して周知徹底をして、そういった形で運

営はしていきたいと考えております。 

○委員長（清水正二君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 要望ですけれども、そういう防災訓練とか何か機会がありましたら、

来年度、必ず何らかの形でやっていただきたいと思います。 

○委員長（清水正二君） 要望でよろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了いたします。 

  これで２款総務費、３款民生費及び４款衛生費のうち市民活動支援課所管事業についての

質疑を終了いたします。 

  次に、２款総務費のうち、各支所所管の事業について説明を求めます。 

  寺島敷島支所長。 

○敷島支所長兼市民地域課長（寺島 信君） 大変お疲れさまでございます。 

  それでは、敷島支所が所管いたします令和４年度当初予算の内容につきましてご説明させ

ていただきます。 

  予算説明資料につきましては46ページから49ページ、予算参考資料につきましてはナン

バー４の11ページをお願いいたします。なお、説明につきましては予算参考資料に沿って

ご説明させていただきます。 

  ２款総務費、１項総務管理費、７目支所及び出張所費でございます。 
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  初めに、ナンバー３敷島支所関係職員費でございます。予算額１億366万5,000円に対し

まして、財源内訳といたしましては、国県支出金の328万8,000円は、国からの補助金とい

たしまして国民年金市町村事務費交付金となっており、残りは一般財源でございます。事業

の内容につきましては、正職員13人分の人件費でございます。 

  次に、ナンバー４敷島支所関係会計年度任用職員費であります。予算額1,232万8,000円

で、財源内訳は全て一般財源でございます。事業の内容につきましては、会計年度任用職員

５名分の人件費でございます。 

  次に、ナンバー10敷島庁舎維持管理費でございます。予算額1,039万4,000円で、財源内

訳といたしましては、市債の230万円、また合併特例債、その他財源の６万円は、敷島庁舎

敷地内に設置されております自動販売機２台分の使用料となっており、残りは一般財源でご

ざいます。事業内容につきましては、維持管理費の主なものといたしまして、施設の修繕工

事費、光熱水費、施設警備費、維持管理委託料等で、一般管理費につきましては、事務用消

耗品、通信運搬費、印刷機のリース等でございます。なお、維持管理費の修繕工事費につき

ましては、経年劣化によります外壁修繕工事といたしまして251万9,000円を予定しており

ます。 

  次に、ナンバー11敷島支所公用車管理事業でございます。予算額103万6,000円で、財源

内訳といたしましては、全て一般財源でございます。事業の内容につきましては、敷島支所

で使用しております公用車６台分に関わる修繕費、燃料費及び車検時の諸費用でございます。 

  令和４年度敷島支所に関わります予算総額は１億2,742万3,000円でございます。 

  以上が令和４年度の敷島支所市民地域課が所管いたします総務費の当初予算の内容でござ

います。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 続いて、双葉支所、お願いいたします。 

  向山双葉支所長。 

○双葉支所長兼市民地域課長（向山治子君） お疲れさまでございます。 

  引き続き、双葉支所市民地域課の令和４年度当初予算について説明させていただきます。 

  予算説明書は、48ページから49ページになります。説明は予算参考資料でさせていただ

きます。12ページをお願いいたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、７目支所及び出張所費、ナンバー５双葉支所関係職員費、

予算額8,822万3,000円。事業概要は、双葉支所市民地域課職員20人のうち会計年度任用職

員８人を除く12人分の人件費です。なお、会計年度任用職員８人分につきましては、人事
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課任用のため総務管理費に計上されております。財源内訳の国県支出金328万8,000円は、

国民年金市町村事務費交付金となっております。 

  ナンバー20双葉庁舎維持管理費、予算額771万5,000円。事業概要は、庁舎維持管理費と

して光熱水費、電話料ほか庁舎清掃及び各種保守点検委託料になります。財源内訳のその他

305万円は、庁舎ロビーに設置してあります自動販売機使用料と庁舎２階の２部屋を峡中保

護司会と甲斐市職員組合へそれぞれ貸出しをしている事務室使用料となっております。 

  ナンバー21双葉支所公用車管理事業、予算額103万5,000円。事業概要は、双葉支所が所

管します公用車６台に係る経費で、燃料費、修繕料ほか車検及び法定点検に係る経費となっ

ております。 

  以上、双葉支所市民地域課に係る当初予算の内容となっております。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

〔「委員長、すみません、訂正１か所させてください」と呼ぶ者あり〕 

○双葉支所長兼市民地域課長（向山治子君） すみません、訂正１か所させてください。先ほ

どのナンバー20の庁舎維持管理費の財源内訳のその他ですけれども、30万5,000円です。申

し訳ありませんでした。 

○委員長（清水正二君） それでは、説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 支所の職員費という、これに関連しているんだけれども、こちらの何

か機構改革の中で支所の体制が変わっているというのを報告をちょっと受けたんだけれども、

その辺のところの状況をちょっと教えてもらえますか。 

○委員長（清水正二君） 寺島支所長。 

○敷島支所長兼市民地域課長（寺島 信君） 基本的には、来年は、人数は特に変わりはない

んですが、保健センターで１名、会計年度職員さんが減になっております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 
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○委員（赤澤 厚君） その辺ちょっと違うんだけれども、聞いたのは、ここで聞いていいの

かどうかちょっと分からないんだけれども、支所の中の地域課、今までいろんな河川とか道

路とかそういったものを、それを受け付けていたところが今度なくなって、直接今度は建設

のほうという話もちょっと聞いたんだけれども、その辺のところをちょっと聞いたんだけれ

ども、その辺のところなんですけれども。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  長田生活環境部長。 

○生活環境部長（長田裕二君） 各支所の土木環境係のほうが１名減になるということで、人

事課の話ですと少数精鋭ということを言われておりまして、まだちょっと内示等が出ていま

せんので、どうなるかちょっと分からないですけれども、言われているのは、そこの係の１

名減ということは聞いております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ここ総務のほうだと思うので、なかなかここで返答しづらいと思うが、

一応聞いておきたいということで聞いたんですけれども、基本的に、ちょっと話を聞いたと

きには、各自治会長とか、例えば敷島、双葉の場合は、敷島で対応できたのを今度はこっち

の本所まで来なきゃ、この要望というか、河川のものとか、そうなると大変だなんて話を聞

いたんだけれども、その辺のところがきっと支所で今後もできるということは、そういうち

ょっと聞きたくて、その辺のところ分かりますか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  長田生活環境部長。 

○生活環境部長（長田裕二君） 先ほどの赤澤議員のちょっと補足ということで、私が支所の

ほうの環境土木係１名減という、仕事の内容については、今まで支所で持っていた小規模改

良の事務を、事業を本所のほうに引き上げるということで、小規模改良が支所の事務のほう

からなくなるということになります。 

  その次の質問については、寺島課長のほうが答弁いたします。 

○委員長（清水正二君） 寺島支所長。 

○敷島支所長兼市民地域課長（寺島 信君） 今、赤澤議員のほうから言われました事務申請

手続につきましては、今までと変わりなく受付は支所でできますので、よろしくお願いしま

す。ただ、中の精査とか、そういった事業の執行につきましては、本所のほうでやるような
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形になってきますので、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 確認で、そういった事業の受付は支所でやって、事業の執行は、本所

のほうのこっちで事業の執行をすると、そういう認識でよろしいんですね。 

○委員長（清水正二君） 長田部長。 

○生活環境部長（長田裕二君） 赤澤議員のおっしゃるとおりであります。 

○委員（赤澤 厚君） はい、分かりました。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

○委員（赤澤 厚君） はい。 

○委員長（清水正二君） ほかにございますか、質疑は。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 11ページの敷島庁舎維持管理費なんだけれども、先ほどの説明で外

壁の修理代で250万9,000円という報告があったんだけれども、これはどこをどういうよう

に修理するの。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  新奥係長。 

○庶務係長（新奥知恵君） お答えいたします。 

  数年前に雨漏りがあり、庁舎の保証期間10年において直しておりましたが、今回は保証

期間が切れたため、屋根の亀裂がある雨漏りのところを直す修繕を行います。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 保証期間が10年という、10年で雨漏りがなっちゃう、普通ここまで

ね、大体ね。それについては皆さんの責任じゃないんだけれども、今後、こういう問題もい

ろいろ発生する可能性があるので、それは業務にとってそんなに影響がないという状況の中

の雨漏りなのか、どの程度の雨漏りがしたんですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  寺島支所長。 

○敷島支所長兼市民地域課長（寺島 信君） 最初は、入り口の部分の壁のところに雨の跡が

出てきて、それで定期的に検査しているところで、そこの検査のところから、それ以上大き
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くなっちゃ困るのでここで直したほうがいいですよということで予算化させていただきまし

た。 

  以上です。 

○委員（内藤久歳君） はい、了解です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管の委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、所管以外の委員の質疑を求めます。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） すみません、先ほど職員の関係で敷島が正職員１人と保健センターの

１人で２人減るということだったんですけれども、双葉のほうも14人から12人になって、

１人減るというのは先ほどの答弁で伺ったんですけれども、もう１人減らしているのはどう

いう理由なんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 向山双葉支所長。 

○双葉支所長兼市民地域課長（向山治子君） 現状、これが令和３年の現状の人数で予算のほ

うが計上されています。令和３年につきましても、双葉支所、当初14人の正職員だったん

ですけれども、令和３年中、１人退職がありまして、１人休職ということで、正職員12名

と、その分会計年度が２人増えて８人という形の対応になっておりますので、そんな形で昨

年の14人が12人になって、今年の当初は現状で計上されていますので、12人で予算計上が

されております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 事情については了解しました。 

  それで、ちょっと確認したいんですけれども、北杜とかいろんな市のほうで支所の統廃合

とか、図書館とか公共施設の統廃合が行われているんですけれども、甲斐市においては、そ

ういう支所の統廃合等は、今のところないということでよろしいですか。 

○委員長（清水正二君） 長田生活環境部長。 

○生活環境部長（長田裕二君） 私ども生活環境部が聞いている話ですと、今のところ、統廃

合という話は出てきておりません。 
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○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管以外の委員の質疑を終了いたします。 

  これで２款総務費のうち各支所所管の事業についての質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 ２時５４分 

 

再開 午後 ３時０８分 

 

○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  次に、２款総務費、１項総務管理費のうち防災危機管理課所管事業、３款民生費、５項災

害救助費及び９款消防費について説明を求めます。 

  白神防災危機管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） お疲れさまです。 

  防災危機管理課から、当初予算の説明をさせていただきます。 

  それでは、予算参考資料は16ページ、予算説明書は48、49ページをお願いいたします。

なお、説明につきましては、予算参考資料ナンバー２により事業ごとに説明をさせていただ

きます。 

  まず、２款１項９目交通安全防犯対策費、02の交通安全対策関係会計年度任用職員等費

につきましては、当初予算額1,075万7,000円をお願いするものであります。事業概要とし

ましては、１名分増員した専門交通指導員の報酬７名分と社会保険料であります。なお、社

会保険料につきましては、３時間勤務の２名を除いた５名分となっております。 

  次に、10の交通安全指導員費につきましては、当初予算額51万8,000円をお願いするもの

であります。事業概要につきましては、交通指導員をお願いしております20名分の報償、

専門交通指導員に関わります被服費、各種保険料等であります。 

  次に、11の交通安全施設整備費につきましては、当初予算額600万円をお願いするもので

あります。事業概要につきましては、主にカーブミラー等交通安全施設の修繕・設置工事の

経費であります。カーブミラーの修繕は40か所、新設は35基を予定しております。 
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  次に、12の交通安全対策費につきましては、当初予算額341万円をお願いするものであり

ます。事業概要につきましては、交通安全教室啓蒙物品や郵便料、それから交通安全関係団

体への補助金でございますが、交通対策推進協議会並びに交通安全協会の竜王・敷島・双葉

地区の３支部への補助金であります。 

  次に、14防犯対策推進事業につきましては、当初予算額2,620万4,000円をお願いするも

のであります。事業概要につきましては、青色防犯パトロール業務委託、ＬＥＤ防犯灯の設

置工事費、ＬＥＤ防犯灯導入事業に係るリース料、それから防犯灯維持管理費補助金という

ことで、各自治会が管理する防犯灯に係る電気料と修繕等に要した経費に対する補助金であ

ります。 

  次に、予算参考資料は17ページ、予算説明書は50、51ページをお願いいたします。 

  ２款１項14目諸費、04の自衛官費につきましては、当初予算額８万9,000円をお願いする

ものであります。財源内訳の国県支出金３万9,000円につきましては、自衛官募集事務市町

村交付金であります。事業概要の主な事業につきましては、自衛官募集の広報掲載記事経費、

自衛官募集相談員８名分の年会費等であります。 

  次に、予算説明書は80、81ページをお願いします。 

  ３款５項１目災害救助費、01の災害救助費につきましては、当初予算額1,000円をお願い

するものであります。災害弔慰金の支給に係る存置であります。 

  次に、予算説明書は108、109ページをお願いします。 

  １款１項１目常備消防費、01の常備消防負担金につきましては、当初予算額９億1,219万

1,000円をお願いするものであります。事業概要につきましては、甲府地区広域消防事業会

計の負担金、峡北広域消防事業会計の負担金、峡北消防本部庁舎、北杜消防署庁舎の建設事

業費負担金であります。 

  次に、予算参考資料は18ページをお願いします。 

  ２目非常備消防費、01の消防委員等費につきましては、当初予算額1,733万7,000円をお

願いするものであります。事業概要につきましては、消防委員10名分並びに消防団員520名

分の年額報酬、消防団出初め式に係る記念品と通常では隔年で実施しております消防団幹部

研修費と消防委員研修費でございますが、新型コロナウイルス感染症防止のため一昨年から

中止となっておりますため、今回両方を計上させていただいております。 

  次に、02消防団装備費につきましては、当初予算額426万6,000円をお願いするものであ

ります。事業概要につきましては、消防団員に対しての編上げ靴、活動服、アポロキャップ、
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ヘルメットや消防車両用の備品といたしましてホース、ジェットシューター等の購入費であ

ります。 

  次に、03消防団活動費につきましては、当初予算3,153万9,000円をお願いするものであ

ります。財源内訳のその他12万5,000円につきましては、福祉共済事務費２万6,000円並び

に福祉共済返戻金９万9,000円であります。事業概要につきましては、消防団員に対しての

公務災害補償負担金、消防団員の火災出動等における費用弁償、操法訓練等の消耗品、消防

車両の燃料及び郵便料、消防団員の退職報償金負担金等であります。 

  なお、団員報酬及び出動手当につきましては、団員が所属している部へ支給し、部から個

人へ支給してまいりましたが、令和４年度から団員個人に直接支給を行い、支給事務の透明

性を図ってまいります。 

  次に、予算参考資料は19ページをお願いします。 

  ３目消防施設費であります。01の消火栓負担金につきましては、当初予算額379万2,000

円をお願いするものであります。事業概要につきましては、消火栓の設置、修繕に係る負担

金、消火栓維持管理負担金であります。 

  次に、02消防施設維持管理事業につきましては、当初予算額1,027万8,000円をお願いす

るものであります。財源内訳のその他３万円につきましては、火薬類手数料１万円、消火栓

備品売払収入２万円であります。事業概要につきましては、消防詰所等の維持管理経費とし

て燃料、光熱水費、保守料等、消防車両39台の維持管理経費として消耗品、修繕料、車検

手数料、保険料等、それから消火栓附属備品としてボックス、ホース等の備品購入費であり

ます。また、火の見やぐら及びホース乾燥塔の劣化状況の調査を実施する計画となっており

ます。 

  次に、03の消防施設整備費につきましては、当初予算4,217万9,000円をお願いするもの

であります。財源内訳の地方債2,590万円については防災対策事業債であります。事業概要

につきましては、消防車両１台の購入費と各車両へのドライブレコーダー設置、敷島１－１

詰所新築工事及び旧詰所解体工事等であります。 

  予算参考資料は20ページ、予算説明書は110、111ページをお願いします。 

  次に、４目の水防費であります。01の水防対策事業につきましては、当初予算額86万

3,000円をお願いするものであります。事業につきましては、水防対策に伴う消防団員の出

動に係る費用、土のう袋等の消耗品、川砂等の購入費等であります。 

  次に、02の洪水対策計画推進費につきましては、当初予算額19万5,000円をお願いするも
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のであります。事業概要につきましては、改訂しました洪水ハザードマップの配布委託料と

地区説明会を開催するための通信運搬費等であります。 

  次に、５目災害対策費であります。01の防災対策計画推進費につきましては、当初予算

額464万4,000円をお願いするものであります。事業概要につきましては、今年度策定しま

した国土強靭化地域計画、洪水ハザードマップを反映した地域防災計画の改定をいたします。 

  02の防災無線施設維持管理費につきましては、当初予算額1,410万1,000円をお願いする

ものであります。事業概要につきましては、防災行政無線の電気料や保守点検業務委託料の

ほか、保険料、修繕費等であります。年次計画による無線子局のバッテリー交換を39局実

施予定になっております。また、島上条地内の防災無線施設の移設工事を行う予定になって

おります。 

  予算参考資料は21ページをお願いします。 

  次に、03自主防災組織補助事業につきましては、当初予算額900万円をお願いするもので

あります。事業概要につきましては、自主防災組織に対しての防災訓練、防災資機材整備に

対しての補助金であります。 

  04災害対策整備事業につきましては、当初予算額1,184万6,000円をお願いするものであ

ります。事業概要につきましては、非常用備蓄食料等として保存用のパンや汚物処理用品等

の購入費、避難所用備品等としましてソーラー投光器、トランシーバーの購入費、衛星携帯

電話11台と携帯電話２台の電話使用料、防災メール配信システム、被災者支援システムの

保守委託経費等であります。 

  次に、05の防災委員運営費につきましては、当初予算額127万円をお願いするものであり

ます。事業概要につきましては、市と各地区の防災対策事業の調整役を担っていただいてお

ります防災委員136名分の報酬と郵便料であります。 

  以上、防災危機管理課関係の当初予算の説明をさせていただきました。よろしくご審議の

ほどお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） ちょっと教えてもらいたいんだけれども、この防災危機管理監を含
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めた管理課というのか、組織改革でこうなったんだろうけれども、ここに例えば項別に言う

と総務の管理費の中に交通安全とか入っていますね。災害復旧とか消防費とかとあるよね。

これ今、管理監の下で職員は何名いて、どういうふうに配置しているか教えてもらえますか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  白神管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） 職員体制としましては、防災関係を担当する職員が正職員

で４名、消防担当のほうが同じく４名と、そして会計年度任用職員が１名。なお、交通専門

指導員として、現在、６名の職員が勤務をしているところです。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） それで、例えば予算的に見ると、消防で４名だよね。そして、災害

とかが４名と言ったっけ。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員（有泉庸一郎君） 国土強靭化みたいのを今、今度やっていくということで、職員が、

これは全部１つの課ということになっているんだよね、今ね、この９人が。これやっぱり消

防はかなり大切な、私自身は大切なものだと思っているんで、そういうものを一般質問でも

言ったんだけれども、そういう課にするということは、管理監としては何かの機会にはそう

いうことは言っていますか、市のほうへは。 

○委員長（清水正二君） 白神管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） 昨年度機構改革があって、総務部から防災危機管理課に独

立した課ということになっております。なかなか一遍に何人も増員ということは難しいとこ

ろがありまして、昨年度は、土曜日の新聞かな、出たとおり、女性の職員を初めて配置して

いただいて、そういうことは行っております。実際に消防担当、防災担当とそれぞれ災害あ

るいは火事のときにはなかなか交代も難しいような状況であって、少しずつではありますが、

人数を充実していただいているところであり、防災危機管理課長という立場であれば、でき

るだけ増やしていって、交代制あるいは何かあったときのバックアップができるような体制

にしていきたいというふうには考えております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 有泉委員。 
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○委員（有泉庸一郎君） 中にいる人がどういうように思っているかが一番大切なんだろうけ

れども、はたから見ると、この消防とかなんていうのはもっと人数を増やして、現実的に常

備消防としては広域の消防もやっているよね、消防。そういうものとの対応なんかもあるわ

けでしょう。この消防団だけではなくて、そういうことの重要性も実際はあるんだよね。 

  だから、そういうことを考えればもっと積極的に、職員だけで市自体にアピールするとい

うことは難しいかもしれないけれども、やっぱり言い続けていかないと、いつになったって、

機構改革なんて調子のいいこと言ったって実質を伴わなきゃ、ましてや今度、国土強靭化な

んていうようなものの計画もしている中で、やっぱりそういうものも名実ともに充実したも

のにするためには、そういうことをやっぱり議会としても言い続けていかないとだし、実際、

今、管理監が全部課長の職も兼ねて現実的にはやっているわけだよね。 

  だから、そういうこともやっぱり大変だとは思うけれども、やっぱり中にいる人が市にも

言い続けて、ここにいろいろ予算的には総務管理費とか民生費とか消防費とか款としては分

かれているけれども、実際分かれているぐらいの課があってもいいような気がするんだよね。

あくまでも私の個人的な意見なんだけれども、ぜひそのようなことを大変でしょうけれども、

より充実した組織にするためにはそういうことが必要じゃないかなと思うんで、頑張ってく

ださい。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 18ページの消防団活動費ということで、先ほど管理監から出動費の

費用弁償が今年度から個々に支払いするという説明を受けた、この経緯は、どうしてこうい

う経緯になったのか、ちょっとその辺を詳しく教えていただけますか。 

○委員長（清水正二君） 白神管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） 以前、議会のほうから質問をいただいた経過もございます

し、あとは、総務省のほうからも直接団員に支払うようにというような指導もある中で、ど

ういった方法ができるのかという中で対応方法を考えて、来年から個別に支払っていくと。

マイナンバーであったり、ちょっといろんな事務作業は増えてしまうんですけれども、その

辺を含めた中でよりよい方法をとっていこうというふうに考えております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 
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○委員（赤澤 厚君） そういった方法になったということで、ただ、それの確認というか、

出動確認をこれもきちんとできればいいけれども、その辺のところも徹底していただいて、

せっかくこうやって個人に、これいいと思うんですよ。個人的にいくというのはね、団へい

くよりも。だから、せっかくこうやったものをやっぱり出動した人きちんといくような出動

の体制、確認というか、その辺も今後もしっかりしていただきたいと思いますので、よろし

くお願します。 

  別件で。 

○委員長（清水正二君） はい、続けてください。 

○委員（赤澤 厚君） 次の20ページの防災組織補助事業で自主防災組織の機材、これ毎年

計上してあって、各自治会に機材の補助金という形で出しているんですけれども、これ495

万、大体何件分ぐらい予定をしているんですか、これは。 

○委員長（清水正二君） 久保田係長。 

○防災減災係長（久保田 浩君） 自主防災組織の訓練のほうの補助金が大体100自治会、資

機材のほうが55自治会を予定しております。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 当然これ、例年ある程度それなりの申請があるから今年度は55とい

うことになっているんで、これ例年大体55で今年度の予算は、大体おおむね例年自治会の

希望に沿うというか、その辺の対応はできているんですか。 

○委員長（清水正二君） 久保田係長。 

○防災減災係長（久保田 浩君） ここ２年ほど、今年度、昨年度、コロナの関係で訓練のほ

うを絞った関係で、自治会のほうの訓練のほうにつきましては、今年度は25自治会、昨年

度は28自治会、資機材につきましては、今年度、32自治会、令和２年度につきましては45

自治会というような実績及び見込みになっております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） できるだけそうやって要望があったところに応えるようによろしくお

願いしたいと思います。 

  もう１個、別件で。 

○委員長（清水正二君） 続けてください。 

○委員（赤澤 厚君） 防災、これ現場ちょっと、委員長、すみません、ちょっと質問ですみ
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ませんけれども、予算的なものがあるんで、ドローンが、いつもドローンの研修とかなんか

前、計上してあったんだけれども、ドローンね。なかったっけ。 

〔「あれは経営戦略」と呼ぶ者あり〕 

○委員（赤澤 厚君） ああ、経営戦略か、ドローンは。じゃ、いいです。 

  ちょっと確認で、ドローンとかなんかというのは、防災かなんかには、あれを活用して防

災関係には、そういうことはないということですか、現状は。 

○委員長（清水正二君） 白神管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） 経営戦略のほうが昨年度から始めていると思いまして、防

災関係であれば、甲府の広域のほうでドローンの操縦をして、それで火災対応あるいは現場

の確認等に活用しているという事例はございます。経営戦略で訓練をした職員について、実

際の災害時には、やはりそれを使った中で対応をしていきたいというふうには考えておりま

す。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） だから、今、なぜそれを聞くかというと、やっぱり災害のときに、例

えば河川が氾濫して道路が遮断されたと、特に北部はね、本当に車も入っていけないという

状況なんだよね。消防車も入らない、何も入らない。それで、現状を把握するには、やっぱ

りドローンとかそういったものが一番現状を把握するにはいいと思う。車は入れないから。

そうすると、そういう防災に関しても、そういったものも今後必要じゃないかと思うんだけ

れども、その辺のところの考えは、管理監、どのように考えているかちょっとお聞きしてお

きたいんですけれども。 

○委員長（清水正二君） 白神管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） 今、ご指摘のとおり、非常に防災面としても活用方法は広

いものだというふうには考えております。ただし、今、経営戦略がそういうところへ着手し

た中で、防災関係の場合というときに、職員がそれを研修行ったり、じゃ、例えば災害があ

ったときに、防災の職員が現場へ行ったり、それをということになると、先ほど有泉議員の

質問にもあったとおり、貴重な人材が１人あるいは２人とられてしまうということがありま

すので、分担をしてやっていきたいというのが市の考えです。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） これはあくまでも意見として言わせてもらえば、だから、職員という
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よりも消防団、地域の消防団である程度こういったものをやっぱり資格というか、そういっ

たものをやっぱり取らせると、地域の人たちで対応できると思うんだよね。職員じゃなくて

も。今後、やっぱりそういったもの、消防団を活用する、そういう人たちに、いい意味で消

防団の人たちにそういった資格をやっぱり取得してもらうということも一つの方法じゃない

かと思うんだけれども、その辺のところをやっぱり検討していく必要があると思うんだけれ

ども、その辺はどうでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 白神管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） 消防団のドローン操作につきましても、県の消防学校のほ

うでそういったカリキュラムを組んで、甲斐市の消防団員からも研修のほうへ行っていただ

いているという例はございます。あとは、その辺の、実際に、じゃ、どこのドローンをどう

手配するのか、あるいは各団に置くのかという問題は出てくるんですけれども、ちょっとそ

の辺は、今後、また検討をする中で進めていきたいというふうに考えております。 

○委員長（清水正二君） ほかに。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 18ページの、消防団の報酬あるいは費用弁償、これについては今年

度の計上も同額程度になっているんだけれども、南アルプスだったかな、消防団のそういっ

た手当を増額するというような報道があったんだけれども、今年度はこれでいくんだけれど

も、そういった成り手不足とかいろいろな背景がある中で、他の自治体はそういう措置を取

ったという報道があったんだけれども、今後、やっぱり甲斐市においても、そういうことも

検討する必要があるんじゃないかなというふうに感じているんだけれども、その辺について

はどうですか。 

○委員長（清水正二君） 白神管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） やはり今年度、担当のほうは、報酬あるいは出動手当の増

額及び直接支給というようなことでいろいろ研究を重ねてまいったところもあるんですけれ

ども、一遍にはちょっと予算的なものも難しいということがありまして、では、じゃ、でき

るところからということで個人支払いのほうをやっていく中で、また、普段からやはり消防

団の方々もよそのところの情報というのはやはり目にする機会があると思いますので、なる

べく早い段階で手を打っていきたいというふうに考えております。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今、管理監が言われたように、ぜひ粘り強くというか、そういうこと
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も消防団にとっては意識の向上につながると思うんで、ぜひ取り組んでもらいたいというふ

うに思います。 

  はい、別件ね、委員長。 

○委員長（清水正二君） はい、内藤委員、続けてください。 

○委員（内藤久歳君） あと、消防団のドライブレコーダーの予算計上してあるんだけれども、

これは前年度比なんだけれども、このレコーダーの装着については、装着状況、そしていつ

までに装着を終了するのかと、そういう計画的なものと現状どうなっているんですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  高橋係長。 

○消防防犯係長（高橋正樹君） ドライブレコーダーにつきましては、全車両導入を目指して

おりまして、５年計画で来年度…… 

○委員（内藤久歳君） 何年。 

○消防防犯係長（高橋正樹君） ５年計画を予定しておりまして、令和４年度が２年目になり

ます。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ２年目なんだけれども、全部装着終わるのはいつということ。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  高橋係長。 

○消防防犯係長（高橋正樹君） 令和７年度。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これも甲府広域でもちょっと事故があって、そして出動中の事故等も

あるので、できるだけ早い時期に今後装備して、安全に行えるようにやってもらいたいとい

うことです。 

  はい、別件ね。 

○委員長（清水正二君） はい。 

○委員（内藤久歳君） 20ページの敷島の防災無線の移設とあるんだけれども、これはどう

いう工事なの。どこへ移動するということ。 

○委員長（清水正二君） 久保田係長。 

○防災減災係長（久保田 浩君） 来年度、敷島１分団地区の詰所を移設する関係で、その関



－94－ 

係でホース乾燥塔についているスピーカーをそれに併せて移設する関係で盛った予算になり

ます。 

○委員（内藤久歳君） はい、分かりました。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

○委員（内藤久歳君） はい。 

○委員長（清水正二君） ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管の委員の質疑を終了いたします。 

  これより所管以外の委員の質疑を受けたいと思います。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 19ページの消防施設維持管理事業の中で火の見やぐらというのが、

あと乾燥塔老朽化等調査業務委託、これ火の見やぐらは、ちなみにどのぐらい今、市内にあ

るか分かりますか。 

○委員長（清水正二君） 高橋係長。 

○消防防犯係長（高橋正樹君） 火の見やぐらにつきましては市内34棟、ホース乾燥塔につ

きましては21棟設置しております。 

○委員長（清水正二君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 将来的には、この火の見やぐら、結構自治体によっては老朽化がひど

くて撤去しているなんていう、進めているところもあるんですけれども、将来的にそういう

ことを考えているのか、ちょっとその辺について伺います。 

○委員長（清水正二君） 高橋係長。 

○消防防犯係長（高橋正樹君） こちらの火の見やぐらの用途につきましては、今まで打鐘等

を行った経過はありますけれども、今後、消防団、また自治会とも検討した中で、今後、継

続していくのかどうかを検討していきたいと思います。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかにありますか。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 18ページです。先ほど赤澤委員からも言われましたが、消防団員の

報酬、出動費、費用弁償、これも総務省のお達しもあって各個人に送金するという話ですが、

これは消防団とか消防協力会と協議はしたんでしょうか。 
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○委員長（清水正二君） 高橋係長。 

○消防防犯係長（高橋正樹君） こちらの報酬のほうにつきましては、消防庁のほうから助言

という形で通知が来ております。こちらのほうを消防団等にご説明した中で、県内の状況等

を説明した中で、据置きという形でとらせていただくというところで話をさせていただきま

した。 

○委員長（清水正二君） 答弁内容が違うんで、もう一度。 

  高橋係長。 

○消防防犯係長（高橋正樹君） 消防団と消防委員会のほうには、出動費、出動手当の支払い

方法については説明をさせていただきました。 

○委員長（清水正二君） 小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 協議はしていないで、そういうふうにするよというお達しを出したと

いうことですか。 

○委員長（清水正二君） 高橋係長。 

○消防防犯係長（高橋正樹君） 消防委員及び消防団のほうについては、こちらのほうからと

いう形ではなく、説明した中で協議をさせていただいて、個人支給にするということで承諾

を得ました。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

○委員（小澤重則君） 消防団は、今、岐路に立っていると思います。この団員の報償金とか

が部の運営に今まで充てられていて、個人に回ると昼飯も食えない、何かするにも何もでき

ない。１回個人に渡っちゃいますと、今の消防気質でいきますと、徴収ということがなかな

かできない。そんな中で僕も消防団員から相談も受けたわけですが、これは、僕は絶対に反

対です。消防団自体が僕、このままじゃ、増えるどころか減る一方になってしまうと思いま

す。ここに予算が盛ってありますから、また別な機会で、一般質問なりで改正してもらうな

り僕は強く要望したいと思いますが、それだけは言わせていただきます。管理監、それにつ

いての考えをお聞かせ願いたいと思います。 

○委員長（清水正二君） 白神管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） 長い間、部へ入って、その中で運営費に使ってきたという

経緯は承知をしているところであります。実際に今回直接そういう支給をした場合に、じゃ、

運営費はどうなってしまうんだというところも当然消防団のほうと協議をした中で、一応団

のほうとしては、一旦支払ったものの中から運営費として徴収するよというような形ではい
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ただいております。 

  ただ、現実に今、委員さんがおっしゃったように、なかなか難しい面はあるのかなという

ふうに思っていますので、そこについては、また消防団と協議をする中で、１回変えたから

ということではなく、なかなか戻すというのも難しいとは思うんですけれども、運営費のほ

うをどうやって考えていくべきなのかというところの新たな視点での検討も視野に入れてい

きたいというふうに考えております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

○委員（小澤重則君） はい。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 二、三お伺いします。 

  16ページの11番になろうかと思います。交通安全整備事業ということで、先ほどの説明

で、これカーブミラーだと思います。修繕のほうが40か所で新設のほうが35か所というこ

とを言いましたけれども、新設の35か所ですけれども、私たち建設経済委員会ごとに道路

認定、いろいろ行くんですけれども、多分そんなところもかなりの数の、ああ、こんなとこ

ろがカーブミラー必要かなと思うところがあります。道路認定ですけれども、そういうとこ

ろも見てくるんですけれども、この35か所というのは、ある程度地元からの要望で立てる

んですか。それとも、修繕の40か所は別にして、そこのところはどうでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 白神管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） カーブミラーの新設につきましては、新たに道路が造られ

る、開発等が行った場合は、うちの担当のほうが基本的にはもう業者さんに設置をお願いし

ているというような状況はございます。あとは、自治会のほうとも協議をする中で必要性と

いうのは最終的に判断をして、要る、要らないということをしております。この35基とい

うのは、それ以外にちょっと塀ができちゃったから見にくくなったよとか、樹木が出てきた

からということで新たにやっていくというところでの台数ということで考えております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 分かりました。 

  じゃ、そんなふうでなるべく多くしていただければありがたい、こんなふうに思います。 

  質問変えます。21ページの04の災害対策のところに防災ウェブカメラ維持管理費という
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ことで釜無川ほか２か所とありますけれども、釜無川ほか２か所って、あとはどの辺でしょ

うか。場所を教えてください。 

○委員長（清水正二君） 久保田係長。 

○防災減災係長（久保田 浩君） 亀沢川の大下と、あと敷島醸造の入り口のところになりま

す。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） これは河川ということでしょうけれども、市独自でもいろいろな防災、

防犯のカメラといいますか、多分、例えば県道とか国道なんかには箇所、箇所にあると思う

んですけれども、市道にもそういう今度は防災面、防犯というのかな、そういうのは市独自

の防犯のカメラというのはあるのですか。設置してあるところは。 

○委員長（清水正二君） 白神管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） 以前、定例会でご質問もいただいた経過もございます。防

災に特化した防犯カメラという名前がありますので、どうしてもうちの担当ということで出

てくるんですけれども、基本的には、学校であったり施設の管理用という形での設置を進め

ているところであります。ですから、防災危機管理課としては、施設を持っているところに

お願いをしていくというような立場で考えております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） すみません、じゃ、その件で、今、亀沢川、釜無川ほか、亀沢川です

けれども、最近ですと菖蒲沢地区、そこらに太陽光をしてかなりの危険なところが、危険な

箇所があると思うんですよね。そんなところにも一、二か所ぜひつけるところがあると思う

んですけれども、そんなところも、これは要望ではなく、ちょっとできたら答弁をお願いし

たいと思います。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  白神管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） また関係課と協議をする中で、なかなかちょっとソーラー

のほうは、どこへ、誰がというところは難しい面はあろうかと思いますけれども、その辺を

含めた中で協議をしていきたいというふうに考えております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑はございます。 
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  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 18ページです。さっきから消防団員の報酬の問題が出ていますけれ

ども、この金額と人数で計算すると１人２万8,000円くらいに見えますけれども、大体そん

なもんか教えてください。 

○委員長（清水正二君） 高橋係長。 

○消防防犯係長（高橋正樹君） こちらの報酬につきましては、各役職、金額が違いまして、

一般団員につきましては、１人２万4,000円となっております。 

○委員長（清水正二君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 最後、じゃ、19ページの一番下ですが、詰所ですが、敷島の１－１

というのはどこでしたっけ。 

○委員長（清水正二君） 高橋係長。 

○消防防犯係長（高橋正樹君） 敷島のみらい農協にある詰所になります。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） この詰所はよく更新がされているんですけれども、大体築何年が目安

なんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 高橋係長。 

○消防防犯係長（高橋正樹君） 目安というものは特に定めていないんですけれども、劣化状

況等を確認した中で更新をしていくという形になりますが、こちらの敷島１－１につきまし

ては、底地が元中銀、あとみらい農協の跡地で、こちらのほうの土地を返還してほしい旨が

ありまして、そこで移転という形をとらせていただきました。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

○委員（松井 豊君） はい。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管以外の委員の質疑を終了いたします。 

  これで２款総務費、１項総務管理費のうち防災危機管理課所管事業、３款民生費、５項災

害救助費及び９款消防費についての質疑を終了いたします。 

  以上で本日の審査を終了し、散会といたします。 

  明日も午前９時半より再開をいたしますので、よろしくお願いいたします。 



－99－ 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ３時４８分 

 


